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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化粧料組成物であって：
　・エチルセルロースから選択されるアルキルセルロースを、前記組成物の重量に対し少
なくとも２重量％と、
　・Ｃ１０～Ｃ２６アルコールから選択される、少なくとも１種の不揮発性極性炭化水素
系第１油と、
　・不揮発性シリコーン油から選択される、前記第１油と非相溶性である少なくとも１種
の第２油を、前記組成物の重量に対し少なくとも２０重量％と、
　・極性もしくは無極性炭化水素系油、前記第２油とは異なるシリコーン油、ジメチコン
断片を含まないフェニル化油またはこれらの混合物から選択される、前記第１油とは異な
る任意選択的な少なくとも１種の不揮発性第３油と、
・水を、前記組成物の重量に対し５重量％未満と、
・ワックスを、前記組成物の重量に対し０．５重量％から２０重量％までと、
を含む、組成物。
【請求項２】
　アルキルセルロースの含有量は、前記組成物の重量に対し２重量％～１６重量％の間に
あることを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記ワックスは極性または無極性炭化水素系ワックスから選択されることを特徴とする
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、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　ワックスの含有量は、前記組成物の重量に対し、１重量％から１５重量％まで変化する
ことを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　不揮発性極性炭化水素系第１油の含有量は、前記組成物の重量に対し、２０重量％～５
５重量％であることを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　（アルキルセルロース／アルキルセルロース＋第１油）×１００で表される重量比は、
１０％から６０％まで変化することを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項７】
　前記不揮発性極性炭化水素系第１油と非相溶性である前記不揮発性シリコーン系第２油
は、不揮発性非フェニル化シリコーン油、少なくとも１個のジメチコン断片を含む不揮発
性フェニル化シリコーン油、およびこれらの組合せから選択されることを特徴とする、請
求項１～６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　前記不揮発性極性炭化水素系第１油と非相溶性である前記不揮発性シリコーン系第２油
は、ジフェニルジメチコン、トリメチルシロキシフェニルジメチコン、ポリジメチルシロ
キサンおよびこれらの組合せから選択されることを特徴とする、請求項７に記載の組成物
。
【請求項９】
　不揮発性シリコーン系第２油の含有量は、前記組成物の重量に対し２０重量％～５０重
量％であることを特徴とする、請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記不揮発性極性炭化水素系第１油と相溶性である少なくとも１種の不揮発性炭化水素
系またはシリコーン系第３油を含み、前記第３油が：
　－３０個までの炭素原子を含み、任意選択的に１個または２個のエーテル基を含む、飽
和または不飽和の直鎖または分岐の非芳香族モノエステルまたはジエステル；３０個まで
の炭素原子を含み、任意選択的に１個または２個のエーテル基を含む芳香族モノエステル
またはジエステル；６０個未満の炭素原子を含み、任意選択的に１～３個のエーテル基を
含む、飽和または不飽和の直鎖または分岐の非芳香族トリエステル；植物油；およびこれ
らの混合物から選択される、油（前記シリコーン系第２油またはフッ素系油と相溶性であ
る場合に限る）、
　－３０個を超える炭素原子を含み、任意選択的に１個または２個のエーテル基を含む飽
和もしくは不飽和の直鎖もしくは分岐の非芳香族モノエステルもしくはジエステル；少な
くとも６０個の炭素原子を含み、任意選択的に１～３個のエーテル基を含む飽和もしくは
不飽和の直鎖もしくは分岐の非芳香族トリエステルに加えてこれらの混合物；テトラエス
テル；不飽和脂肪酸二量体および／もしくは三量体とジオールとを縮合することにより得
られるポリエステル；ダイマージオールとモノカルボン酸もしくはジカルボン酸とのエス
テルおよびポリエステル；または少なくとも１種のヒドロキシル化されたカルボン酸トリ
グリセリドを、脂肪族モノカルボン酸で、および任意選択的に不飽和である脂肪族ジカル
ボン酸でエステル化することにより得られるポリエステルから選択される、第１油とは異
なる不揮発性炭化水素系油、
　－前記第２油とは異なる、ジメチコン断片を含まない不揮発性フェニル化シリコーン油
、
　－不揮発性無極性炭化水素系油、
　－ならびにこれらの混合物、
から選択されることを特徴とする、請求項１～９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
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　不揮発性フェニル化シリコーン油が、トリメチルペンタフェニルトリシロキサン、フェ
ニルトリメチコン、ジフェニルシロキシフェニルトリメチコンおよびこれらの混合物から
選択される、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　第３油の含有量は、前記組成物の重量に対し５重量％～４０重量％の間であることを特
徴とする、請求項１～１１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　少なくとも１種の揮発性炭化水素系油またはシリコーン油またはこれらの組合せを含む
ことを特徴とする、請求項１～１２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　揮発性油の含有量は、前記組成物の重量に対し５重量％～３０重量％であることを特徴
とする、請求項１～１３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１５】
　常温大気圧下にペースト状である少なくとも１種の化合物を含むことを特徴とする、請
求項１～１４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１６】
　ペースト状化合物の含有量は、前記組成物の重量に対し０．５重量％から１５重量％ま
で変化することを特徴とする、請求項１～１５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１７】
　水を、前記組成物の重量に対し２重量％未満含むことを特徴とする請求項１～１６のい
ずれか一項に記載の組成物。
【請求項１８】
　少なくとも１種の色材を含むことを特徴とする、請求項１～１７のいずれか一項に記載
の組成物。
【請求項１９】
　口唇をメーキャップおよび／またはケアするための方法であって、請求項１～１８のい
ずれか一項に記載の組成物を適用することから構成される、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の主題は、アルキルセルロースと、任意選択的に少なくとも１種のワックスと、
そのうちの少なくとも２種は互いに非相溶性（ｉｎｃｏｍｐａｔｉｂｌｅ）である油の混
合物とを含む、特に口唇をメーキャップおよび／またはケアすることを意図した組成物に
ある。本発明の他の主題は、特に口唇をメーキャップおよび／またはケアするための方法
であって、この種の組成物を口唇に適用することから構成される方法にある。
【背景技術】
【０００２】
　より詳細には、本発明は、光沢のある付着層を与える、口唇をメーキャップおよび／ま
たはケアするための組成物に関する。
【０００３】
　液体または固体の無水組成物の中でも、特に口唇に光沢のある仕上がりを与えるための
メーキャップおよび／またはケアに特化したものは、比較的高含有量の油に加えて、例え
ば、真珠光沢剤および／または顔料等の色材を含む混合物から得られる。
【０００４】
　この組成物が流体である場合は、組成物の経時的な安定性を保証し、特に色材を懸濁し
た状態に維持するのに十分な粘度を有すると共に、組成物が適用の最中に処理またはメー
キャップを施している範囲を超えて流れ出すことを防がなければならない。組成物の粘度
はまた、適用後の組成物が口唇の縁のシワや小ジワへと滲み出すことを制限するものでも
なければならない。その一方で、十分に薄く均一な付着層を得るために、組成物を良好な
滑り性で思い通りに適用することができるような粘度に留めておかなければならない。
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【０００５】
　この組成物が固体である場合は、構造化剤、例えばワックス等を上述の混合物に添加す
ることが頻繁に行われている。この化合物は、組成物を、その使用性を損なうことなく棒
状体形態に成形することができるように十分に固められるものでなければならない。その
理由は、固体組成物は、口唇に即座に適量を適用することができるように構造を解体でき
なければならないためである。
【０００６】
　配合物が液体形態または固体形態のいずれであっても、このような組成物には、多量の
油、特に不揮発性油が存在することを考慮して、フィラー等の増粘剤、例えば、ｂｅｎｔ
ｏｎｅやシリカ等を含有させる場合が多い。この種の化合物の欠点は、結果として得られ
る付着層の光沢が低下することにある。さらに、これらを過度に高い含有量で使用すると
、組成物のつけ心地が悪くなる可能性がある上に、口唇に乾燥感や突っ張り感（ｔｉｇｈ
ｔｎｅｓｓ）を与える可能性もある。
【０００７】
　（特許文献１）に記載されているように、ポリマー、例えばセルロースエーテルが使用
される場合もある。
【０００８】
　しかしながら、当該明細書に記載されている組成物は光沢の化粧持ちに加えて色移り防
止性もさらに改善することが可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】米国特許第５９０８６３１号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　これは女性が、持続性が高く、特に色移りが制限されており、光沢が維持され、それで
いてつけ心地を損なうことのない（べたつかないか、またはべたつきがごく僅かでなけれ
ばならず、組成物を適用した後の口唇に突っ張り感や乾燥感を与えてはならない）付着層
が得られる組成物を益々追い求めるようになったことに起因する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　したがって本発明は、上述の問題を解決することを目的とするものであり、生理学的に
許容される媒体中に：
　・アルキルセルロースであって、そのアルキル残基は２～６個の間の炭素原子、好まし
くは２～３個の間の炭素原子を有するアルキルセルロースを、組成物の重量に対し少なく
とも２重量％と、
　・少なくとも１種の不揮発性極性炭化水素系第１油と、
　・第１油と非相溶性である、不揮発性シリコーン油から、不揮発性フッ素系油から、ま
たはこれらの組合せから選択される少なくとも１種の第２油を、組成物の重量に対し少な
くとも２０重量％と、
　・極性もしくは無極性炭化水素系油、第２油とは異なるシリコーン油、ジメチコン断片
を含まないフェニル化油またはこれらの混合物から選択される、第１油とは異なる任意選
択的な少なくとも１種の不揮発性第３油と、
　・水を、組成物の重量に対し５重量％未満と、
を含む組成物に関する。
【００１２】
　この組成物は少なくとも１種のワックスをさらに含むことができる。
【００１３】
　本発明はまた、特に口唇をメーキャップおよび／またはケアするための方法であって、
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上述の組成物を適用する、方法にも関する。
【００１４】
　本発明による組成物は経時安定性を有し、適用が容易であり、均質かつべたつきのない
付着層を与えるという利点を有する。
【００１５】
　さらに本発明による組成物は、光沢の経時的な化粧持ちが向上した、光沢のある付着層
を与える。
【００１６】
　さらに、本発明による組成物を適用することにより得られる付着層は、色移りに対し実
質的に耐性を示すか、事実上の耐性を示すことに加えて、滲み難さ（ｒｅｓｉｓｔａｎｃ
ｅ　ｔｏ　ｍｉｇｒａｔｉｏｎ）が改善されている。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に記載する「少なくとも１種の」という表現は、「１種または２種以上の」に相当
する。
【００１８】
　「～の間（ｂｅｔｗｅｅｎ．．．ａｎｄ．．．）」、「～の間の・・（ｏｆ　ｂｅｔｗ
ｅｅｎ　．．．　ａｎｄ　．．．）」および「～の範囲」という表現は、特段の指定がな
い限り端点を包含することを意味すると理解すべきである。
【００１９】
　本明細書に述べる温度は大気圧下（１．０１３×１０５Ｐａ）の温度である。
【００２０】
　本発明による化粧料組成物は、有利には、生理学的に許容される媒体、すなわち本発明
の組成物を口唇に適用するのに特に適した媒体を含む。
【００２１】
　生理学的に許容される媒体は、一般に、組成物が適用される基体の性質に加えて、組成
物を包装する際の外観にも適合される。
【００２２】
　本発明による組成物は、組成物の重量に対し、水を５重量％未満、より詳細には水を２
重量％未満含み、有利には無水である。
【００２３】
　「無水」とは、具体的には、水は好ましくは組成物に意図的に添加されていないが、使
用される様々な化合物中に水が痕跡形態で存在し得ることを意味すると理解される。
【００２４】
　本発明による組成物は、有利には、流体（グロス）またはペースト形態で提供される。
【００２５】
　本発明による組成物が少なくとも１種のワックスを含む場合、有利には、流体（グロス
）～固体（棒状体）形態で提供することができる。
【００２６】
　「流体」とは、具体的には、常温（２５℃）で固体でなく、粘度が測定可能な組成物を
意味すると理解される。
【００２７】
　「固体」とは、具体的には、「チーズワイヤー（ｃｈｅｅｓｅ　ｗｉｒｅ）」法に従い
硬さを測定することができる組成物を意味すると理解される。
【００２８】
　これらの両極の間にある、以下に詳述する方法で粘度も硬さも測定することができない
中間の触感が見出された。その場合、このような組成物をペーストと表す。
【００２９】
粘度測定手順：
　粘度測定は、一般に、２５℃で、Ｎｏ．３またはＮｏ．４のスピンドルを取り付けたＲ
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ｈｅｏｍａｔ　ＲＭ１８０粘度計を使用し、推奨される操作に従い実施する。組成物中で
スピンドルを２００回転／分の回転速度で１０分間回転させた後（この時間が経過した後
、粘度およびスピンドル回転速度の安定化が認められる）に測定を行う。
【００３０】
　好ましくは、本発明の組成物は、２５℃における粘度が０．１～２５Ｐａ．ｓの間、好
ましくは０．５～２２Ｐａ．ｓの間にある。
【００３１】
硬さ測定手順：
　棒状体形態の組成物の硬さ測定を行う前に２０℃で２４時間保管する。
【００３２】
　測定は、２０℃で、製造物、好ましくは円筒形の棒状体を、直径２５０μｍの高剛性タ
ングステンワイヤーを用いて、ワイヤーを棒状体に対し１００ｍｍ／分の速度で横断する
ように移動して切断することから構成される。
【００３３】
　本発明の組成物の試験片の硬さはＮｍ－１で表され、Ｉｎｄｅｌｃｏ－Ｃｈａｔｉｌｌ
ｏｎから販売されているＤＦＧＳ２荷重測定器（ｔｅｎｓｉｌｅ　ｔｅｓｔｉｎｇ　ｄｅ
ｖｉｃｅ）を用いて測定される。
【００３４】
　測定は３回繰り返し行い、その平均をとる。上述の荷重測定器を使用して得られた３回
の読み取り値の平均（Ｙで表す）はグラムで与えられる。この平均値をニュートンに換算
し、次いでＬ（ワイヤーが通過した距離の最大値を表す）で除算する。円筒形棒状体の場
合、Ｌは直径に相当する（メートル単位）。
【００３５】
　硬さを次式によりＮｍ－１に換算する：
（Ｙ×１０－３×９．８）／Ｌ。
【００３６】
　この測定法によれば、本発明による組成物が固体形態にある場合、その２０℃および大
気圧下における硬さは、有利には２０～１５０Ｎｍ－１の間、好ましくは４０～１２０Ｎ
ｍ－１の間にある。
【００３７】
アルキルセルロース
　上に示したように、本発明による組成物はアルキルセルロースを含み、そのアルキル残
基は２～６個の間の炭素原子を有し、特に２～３個の間の炭素原子を有する。
【００３８】
　アルキルセルロースは、アセタール結合を介して一つに結合しているβ－アンヒドログ
ルコース単位からなる鎖を含むセルロースアルキルエーテルである。各アンヒドログルコ
ース単位は３個の置換可能なヒドロキシル基を有し、これらのヒドロキシル基の全部また
は一部は次に示す反応に従い反応することができる：
ＲＯＮａ　＋　Ｒ’Ｃｌ　→　ＲＯＲ’　＋　ＮａＣｌ
（式中、Ｒはセルロース基を表し、Ｒ’はＣ２～Ｃ６アルキル基を表す）。
【００３９】
　有利には、アルキルセルロースはエチルセルロースおよびプロピルセルロースから選択
することができ、好ましくはエチルセルロースである。
【００４０】
　３個のヒドロキシル基が全て置換されると、各アンヒドログルコース単位の置換度は３
となる。換言すれば、アルコキシ基の含有量は５４．８８％である。
【００４１】
　本発明による化粧料組成物に使用されるエチルセルロースポリマーは、好ましくは、ポ
リマーのエトキシ基の置換度がアンヒドログルコース１単位当たり２．５～２．６個の範
囲にあり、換言すれば、エトキシ基の含有量が４４％～５０％の範囲を含むものである。
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【００４２】
　本発明による組成物に用いられるアルキルセルロースは、より詳細には、粉末形態にあ
る。
【００４３】
　これは、例えば、Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから”Ｅｔｈｏｃｅｌ　Ｓｔａｎｄａｒ
ｄ”の商品名で、特に”Ｅｔｈｏｃｅｌ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　７　ＦＰ　Ｐｒｅｍｉｕｍ
”および”Ｅｔｈｏｃｅｌ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　１００ＦＰ　Ｐｒｅｍｉｕｍ”として販
売されている。他の市販品としては、Ａｓｈｌａｎｄ　Ｉｎｃ．からＡｑｕａｌｏｎ　Ｅ
ｔｈｙｌｃｅｌｌｕｌｏｓｅ　ｔｙｐｅ　Ｋ、ｔｙｐｅ　Ｎおよびｔｙｐｅ　Ｔの名称で
、好ましくはｔｙｐｅ　Ｎ（Ｎ７、Ｎ１００等）の名称で販売されているものが本発明の
実施に特に適している。
【００４４】
　有利には、アルキルセルロースの含有量は、組成物の重量に対し２重量％から１６重量
％まで、より詳細には４重量％から１６重量％まで、好ましくは４重量％から１０重量％
まで変化する。
【００４５】
不揮発性炭化水素系第１油
　上に示したように、本発明による組成物は、少なくとも１種の不揮発性極性炭化水素系
の第１油を含む。
【００４６】
　「油」は、常温（２５℃）および大気圧（１．０１３×１０５Ｐａ）下に液体である水
と不混和である（ｉｍｍｉｓｃｉｂｌｅ）非水性化合物を意味すると理解される。
【００４７】
　「不混和」とは、標準状態において等量の水および油を混合し、撹拌した後に、単相の
みを含む安定な溶液とならないことを意味すると理解される。観察は、１００ｇの混合物
をＲａｙｎｅｒｉにより十分に撹拌し、混合物に渦流を生成させた（２００～１０００回
転／分が表示されたことにより判断する）後、得られた混合物を密閉したフラスコ内に常
温で２４時間静置した後、肉眼で、または必要であれば位相差顕微鏡を用いて行われる。
【００４８】
　「炭化水素系油」とは、炭素原子および水素原子ならびに任意選択的な酸素原子および
窒素原子から基本的に形成されるか、事実上これらの原子からなり、ケイ素原子もフッ素
原子も含まない油を意味すると理解される。
【００４９】
　したがって、炭化水素系油は、シリコーン油やフッ素系油とは異なる。
【００５０】
　これは、アルコール基、エステル基、エーテル基、カルボン酸基、アミン基および／ま
たはアミド基を含むことができる。
【００５１】
　本発明の趣旨の範囲内の極性油は、炭素原子および水素原子以外に少なくとも１個の酸
素原子または窒素原子を含み、好ましくは少なくとも１個の酸素原子を含む。
【００５２】
　「不揮発性」とは、２５℃および大気圧下における蒸気圧がゼロではなく、２．６６Ｐ
ａ（０．０２ｍｍＨｇ）未満であり、一層良好には０．１３Ｐａ（１０－３ｍｍＨｇ）未
満の油を意味すると理解される。
【００５３】
　より詳細には、この第１油は、少なくとも１個のヒドロキシル単位または少なくとも１
個のエステル単位またはこれらの組合せも含む。
【００５４】
　さらに第１油は、シリコーン系またはフッ素系の第２油と非相溶性を示す油から選択さ
れる。この性質を確認するために、次に説明する相溶性手順を用いる。
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【００５５】
油の相溶性試験
　それぞれ２種の油を次に示す比率：７５／２５、５０／５０および２５／７５で含む３
種の混合物（１００ｇ）を調製し、９５℃でＲａｙｎｅｒｉを用いて混合物に渦流を生成
するのに十分な撹拌（２００～１０００回転／分が表示されることにより判断）を１時間
行う。それぞれ得られた混合物を容器に注いで密閉する。組成物を常温で２４時間放置す
る。
【００５６】
　次いで、得られた混合物を肉眼および必要に応じて位相差顕微鏡で観察する。
【００５７】
　混合物が２つの相を生成し、完全にまたは部分的に分離していたら（２種の油がはっき
りと分離しているかまたはこの２種の混合物を含む領域により分離されている）、この２
種の油は所与の比率では非相溶性であると言われる。
【００５８】
　２種の油の混合物が肉眼で均質に見え、不透明または透明であり、位相差顕微鏡による
観察により２種の油が混ざり合っていることが判明した場合、油は所与の比率では非相溶
性であると言われる。
【００５９】
　それ以外の場合、油は相溶性であると言われる。
【００６０】
　本発明に関連して第１油として使用することができる不揮発性極性炭化水素系油の中で
も、Ｃ１０～Ｃ２６アルコール；３０個までの炭素原子を含み、１個または２個のエーテ
ル基を含んでいてもよい飽和または不飽和の直鎖または分岐の非芳香族モノエステルまた
はジエステル；３０個までの炭素原子を含み、１個または２個のエーテル基を含んでいて
もよい芳香族モノエステルまたはジエステル；６０個未満の炭素原子を含み、１個～３個
のエーテル基を含んでいてもよい、飽和または不飽和の直鎖または分岐の非芳香族トリエ
ステル；植物油；およびこれらの混合物を挙げることができる。
【００６１】
＊Ｃ１０～Ｃ２６アルコール、好ましくは１価アルコール
　より具体的には、Ｃ１０～Ｃ２６アルコールは、飽和または不飽和かつ分岐または非分
岐であり、１０～２６個の炭素原子を含む。
【００６２】
　有利には、Ｃ１０～Ｃ２６アルコールは、少なくとも１６個の炭素原子を含む場合は、
好ましくは分岐の脂肪族アルコールである。
【００６３】
　本発明に従い使用することができる脂肪族アルコールの例として、合成由来または天然
由来（例えば、ココヤシ、パーム核、パームヤシ等の植物性物質または牛脂等の動物性物
質から誘導されたアルコール等）の直鎖または分岐の脂肪族アルコールを挙げることがで
きる。
【００６４】
　他の長鎖アルコール、例えば、エーテルアルコールあるいは「ゲルベ（Ｇｕｅｒｂｅｔ
）」アルコール等も使用することができる。
【００６５】
　最後に、特定のある程度長鎖の断片を有する天然由来の、例えば、ココヤシ（Ｃ１２～
Ｃ１８）や牛脂（Ｃ１６～Ｃ１８）等に由来するアルコールも使用することができる。
【００６６】
　好ましくは、１０～２４個の炭素原子、より好ましくは１２～２２個の炭素原子を含む
脂肪族アルコールを使用する。
【００６７】
　好ましく使用することができる脂肪族アルコールの具体例として、特に、ラウリルアル
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コール、イソステアリルアルコール、オレイルアルコール、２－ブチルオクタノール、２
－ウンデシルペンタデカノール、２－ヘキシルデシルアルコール、イソセチルアルコール
、オクチルドデカノールおよびこれらの混合物を挙げることができる。
【００６８】
　本発明の有利な実施形態によれば、アルコールはオクチルドデカノールから選択される
。
【００６９】
＊３０個までの炭素原子を含み、有利には１２～３０個の炭素原子を含み、１個または２
個のエーテル基を含んでいてもよい、飽和または不飽和の直鎖または分岐の非芳香族モノ
エステルまたはジエステル
　この種の化合物の中でも、一方は、特に４～２８個、好ましくは４～２４個の炭素原子
を含み、少なくとも１個の遊離ヒドロキシルを有していてもよい、飽和または不飽和の１
個のカルボキシル基を有するかまたは２個のカルボキシル基を有する脂肪酸と、他方は、
２～２６個、特に３～２４個の炭素原子を含み、１～６個のヒドロキシル基を含む、飽和
または不飽和の１価アルコールまたはポリオールと、から得られるモノエステルまたはジ
エステルを挙げることができる。炭素原子の数（カルボニル基を除く）は、少なくとも１
２個、好ましくは少なくとも１６個である。加えて、このエステルは、場合により、１個
または２個のエーテル基を含んでいてもよく、場合により１個または２個のヒドロキシル
基を含んでいてもよい。
【００７０】
　モノエステルの例として、オクタン酸セテアリル、イソノナン酸イソノニル、パルミチ
ン酸２－エチルヘキシル、ネオペンタン酸２－オクチルドデシル、ミリスチン酸イソプロ
ピル、イソステアリン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、ステアリン酸ブチル
、ラウリン酸ヘキシル、カプリン酸とカプリル酸とココヤシ由来のアルコール（Ｃ１２～
Ｃ１８アルコール）とのエステルの混合物、パルミチン酸２－エチルヘキシル、ラウリン
酸２－ヘキサデシルまたはこれらの混合物を挙げることができる。
【００７１】
　ヒドロキシル化されていてもよい、Ｃ２～Ｃ８モノまたはポリカルボン酸とＣ２～Ｃ８

アルコールとのモノエステルまたはジエステルも挙げることができる。ヒドロキシル化さ
れていてもよい、Ｃ２～Ｃ８カルボン酸とＣ２～Ｃ８アルコールとのモノエステル、ヒド
ロキシル化されていてもよい、Ｃ２～Ｃ８ジカルボン酸とＣ２～Ｃ８アルコールとのジエ
ステル、例えば、アジピン酸ジイソプロピル、アジピン酸ジ（２－エチルヘキシル）、ア
ジピン酸ジブチルまたはコハク酸ジ（２－エチルヘキシル）が特に本発明の実施に適して
いる。
【００７２】
　ラノリン脂肪酸（ｌａｎｏｌｉｃ　ａｃｉｄ）、オレイン酸、ラウリン酸、（イソ）ス
テアリン酸またはリシノール酸と、ジオール、特にグリコールとのエステル、例えば、プ
ロピレングリコールモノイソステアリン酸エステルまたはプロピレングリコールモノリシ
ノール酸エステルも挙げることができる。
【００７３】
　好適なジエステルの中でも、コハク酸ジ（２－エチルヘキシル）、およびグリコール（
特にＣ２～Ｃ５グリコール）、グリセロールまたはジグリセロールと飽和または不飽和の
直鎖または分岐のモノカルボン酸とのジエステル、例えば、ネオペンチルグリコールジカ
プリン酸エステル、ネオペンチルグリコールジヘプタン酸エステル、プロピレングリコー
ルジオクタン酸エステルまたはジエチレングリコールジイソノナン酸エステルを挙げるこ
とができる。
【００７４】
　ヒドロキシル化されたモノエステルおよびジエステル、例えば、乳酸イソステアリル、
ヒドロキシステアリン酸オクチルまたはステアリン酸グリセリルを利用することもできる
。



(10) JP 6828040 B2 2021.2.10

10

20

30

40

50

【００７５】
＊３０個までの炭素原子を含み、１個または２個のエーテル基を含んでいてもよい芳香族
モノエステルまたはジエステル
　Ｃ１０～Ｃ２０モノアルコールのモノエステル、より詳細には安息香酸アルキル（Ｃ１

２－Ｃ１５）が好適である。
【００７６】
　２個または３個のヒドロキシル基を含んでいてもよい直鎖または分岐の、好ましくは飽
和の、特にＣ２～Ｃ２０モノアルコールまたはポリオールと安息香酸とのエステルも挙げ
ることができる。
【００７７】
　その好適な例は、２個または３個のヒドロキシル基を含む飽和の直鎖または分岐のＣ２

～Ｃ１０、より詳細にはＣ２～Ｃ６ポリオールと安息香酸とのジエステル、好ましくはエ
チレングリコールジベンゾアート、ジエチレングリコールジベンゾアート、プロピレング
リコールジベンゾアート、ジプロピレングリコールジベンゾアートおよびこれらの混合物
から選択されるものである。
【００７８】
＊６０個未満の炭素原子を含み、１～３個のエーテル基を含んでいてもよい飽和または不
飽和の直鎖または分岐の非芳香族トリエステル
　ヒドロキシル化されていてもよい飽和または不飽和の直鎖または分岐のＣ２～Ｃ４０、
好ましくはＣ４～Ｃ４０モノカルボン酸またはポリカルボン酸と、Ｃ２～Ｃ４０、好まし
くはＣ３～Ｃ４０ポリオールまたはモノアルコールとから得られるエステルが本発明に好
適であり、上記ポリエステルは少なくとも１個の遊離ヒドロキシルを含んでいてもよい。
【００７９】
　例えば、トリアセチンに加えて、飽和または不飽和のＣ８～Ｃ２０脂肪酸のトリグリセ
リド、例えば、ヘプタン酸またはオクタン酸のトリグリセリド等を利用することができ；
特に、飽和トリグリセリド、例えば、トリ（カプリル酸／カプリン酸）グリセリルおよび
これらの混合物（例えば、ＣｏｇｎｉｓからＭｙｒｉｔｏｌ　３１８の商品記号で販売さ
れているもの等）、トリヘプタン酸グリセリル、トリオクタン酸グリセリル、Ｃ１８～３

６酸のトリグリセリド、Ｓｔｅａｒｉｎｅｒｉｅｓ　ＤｕｂｏｉｓからＤＵＢ　ＴＧＩ　
２４の商品記号で販売されているもの等）またはトリイソステアリン酸グリセリルを挙げ
ることができる。
【００８０】
　例示として、ヒドロキシル化されていてもよい、３個のカルボキシル官能基を含むＣ２

～Ｃ８酸と、Ｃ２～Ｃ８、有利にはＣ２～Ｃ４モノアルコールとの、ヒドロキシル化また
はアセチル化されていてもよい３個のエステル基を含む油も挙げることができる。したが
って、クエン酸エステル、例えば、クエン酸トリエチル、クエン酸トリオクチル、クエン
酸トリブチル、アセチルクエン酸トリブチルおよびこれらの混合物等を挙げることができ
る
【００８１】
＊植物油
　特に、炭化水素系植物油（例えば、ホホバ油等）、不飽和トリグリセリド、例えば、ヒ
マシ油、オリーブ油、キシメニア油（ｘｉｍｅｎｉａ　ｏｉｌ）、ペンタクレスラマクロ
ロバ種子（ｐｒａｃａｘｉ）油、コリアンダー果実油、マカデミア（ｍａｃａｄａｍｉａ
）油、トケイソウ油、アルガン油、ゴマ種子油、ブドウ種子油、アボカド油、アンズ核油
、シヤ脂の液体画分、カカオ脂の液体画分およびこれらの混合物を挙げることができる。
【００８２】
＊これらの混合物
　好ましくは、不揮発性炭化水素系の第１油は、Ｃ１０～Ｃ２６アルコール、より詳細に
はモノアルコールから選択され、好ましくはオクチルドデカノールである。
【００８３】
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　不揮発性極性炭化水素系第１油の含有量は、有利には、組成物の重量に対し２０重量％
～６０重量％、好ましくは２５重量％～５５重量％である。
【００８４】
　より詳細には、組成物が少なくとも１種のワックスを含む場合、不揮発性極性炭化水素
系第１油の含有量は、有利には、組成物の重量に対し２０重量％～５５重量％、好ましく
は２２重量％～５０重量％である。
【００８５】
　本発明の有利な実施形態によれば、（アルキルセルロース／アルキルセルロース＋第１
油）×１００で表される重量比は１０％から６０％まで変化する。好ましくは、上記重量
比は１０％から５０％まで変化する。
【００８６】
任意選択的な不揮発性第３油
　本発明は、任意選択的な少なくとも１種の不揮発性炭化水素系または第２油とは異なる
シリコーン系の第３油を含むことができる。
【００８７】
　第３油は、上に述べた第１油と、先に詳述した手順に従い相溶性であるように選択され
る。
【００８８】
　第３油は、後述するシリコーン系またはフッ素系の第２油と相溶性である限り、上述の
第１油から選択することができる。この特性は単純な方法で、先に述べた手順を実施する
ことにより確認される。
【００８９】
　これらはまた、第１油とは異なる不揮発性極性炭化水素系油から、無極性炭化水素系油
から、ジメチコン断片を含まないフェニル化シリコーン油から、およびこれらの混合物か
ら選択することもできる。
【００９０】
不揮発性極性炭化水素系油
　上に述べた第１の不揮発性炭化水素油とは異なる不揮発性炭化水素系油の中でも、少な
くとも１個のエステル基を含み、少なくとも１個の遊離ヒドロキシル基を含んでいてもよ
い油を挙げることができ、より詳細には、３０個を超える炭素原子を含み、１個または２
個のエーテル基を含んでいてもよい、飽和または不飽和の直鎖または分岐の非芳香族モノ
エステルまたはジエステル；少なくとも６０個の炭素原子を含み、１～３個のエーテル基
を含んでいてもよい、飽和または不飽和の直鎖または分岐の非芳香族トリエステルに加え
てこれらの混合物；３０個までの炭素原子を含み、１個または２個のエーテル基を含んで
いてもよい芳香族モノエステルまたはジエステル；テトラエステル；不飽和脂肪酸二量体
および／または三量体とジオールとの縮合により得られるポリエステル；ダイマージオー
ル（ｄｉｏｌ　ｄｉｍｅｒ）とモノカルボン酸またはジカルボン酸とのエステルおよびポ
リエステル；少なくとも１種のヒドロキシル化されたカルボン酸トリグリセリドを、脂肪
族モノカルボン酸で、および不飽和であってもよい脂肪族ジカルボン酸でエステル化する
ことにより得られるポリエステルに加えて、これらの混合物から選択される。
【００９１】
＊３０個を超える炭素原子を含み、１個または２個のエーテル基を含んでいてもよい、飽
和または不飽和の直鎖または分岐の非芳香族モノエステルまたはジエステル
　モノエステルの例として、ステアリン酸２－オクチルドデシル、エルカ酸２－オクチル
ドデシル、エルカ酸オレイル、イソステアリン酸イソステアリル、パルミチン酸２－オク
チルデシル、ミリスチン酸２－オクチルドデシルまたはこれらの混合物を挙げることがで
きる。
【００９２】
　好適なジエステルの中でも、ステアロイルステアリン酸イソセチル、アジピン酸ジイソ
ステアリル、グリコール、特にＣ２～Ｃ５グリコール、グリセロールまたはジグリセロー
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ルと、飽和または不飽和の直鎖または分岐のモノカルボン酸とのジエステル、例えば、ジ
イソステアリン酸ポリグリセリル－２（特に、ＡｌｚｏからＤｅｒｍｏｌ　ＤＧＤＩＳの
商品記号で販売されている化合物等）を挙げることができる。
【００９３】
　ヒドロキシル化されたモノエステルおよびジエステル、例えば、ジイソステアリン酸ポ
リグリセリル－３、ヒドロキシステアリン酸オクチルドデシルまたはマレイン酸ジイソス
テアリルも利用することができる。
【００９４】
＊少なくとも６０個の炭素原子を含み、１～３個のエーテル基を含んでいてもよい飽和ま
たは不飽和の直鎖または分岐の非芳香族トリエステルに加えてこれらの混合物
　グリセロールまたはポリグリセロールとモノカルボン酸とのトリエステル、例えば、ト
リイソステアリン酸ポリグリセロール－２またはトリ（２－デシルテトラデカン酸）グリ
セリルを挙げることができる。
【００９５】
＊テトラエステル、特に３５～７０個の炭素原子を含むもの
　例えば、ペンタエリスリトールまたはポリグリセロールとモノカルボン酸とのテトラエ
ステル、例えば、テトラペラルゴン酸ペンタエリスリチル、テトライソステアリン酸ペン
タエリスリチル、テトライソノナン酸ペンタエリスリチル、テトライソステアリン酸ポリ
グリセリル－２、またはテトラ（２－デシルテトラデカン酸）ペンタエリスリチル等。
【００９６】
＊不飽和脂肪酸二量体および／または三量体とジオールと、例えば、特許出願ＦＲ０８５
３６３４に記載されているもの、例えば、特にジリノール酸および１，４－ブタンジオー
ルの縮合により得られるポリエステル
　これに関しては、特に、ＢｉｏｓｙｎｔｈｉｓからＶｉｓｃｏｐｌａｓｔ　１４４３６
Ｈの名称で販売されているポリマー（ＩＮＣＩ名：（ジリノール酸／ブタンジオール）コ
ポリマー（ｄｉｌｉｎｏｌｅｉｃ　ａｃｉｄ／ｂｕｔａｎｅｄｉｏｌ　ｃｏｐｏｌｙｍｅ
ｒ））またはポリオールとダイマー酸（ｄｉａｃｉｄ　ｄｉｍｅｒ）とのコポリマーおよ
びこれらのエステル、例えば、Ｈａｉｌｕｃｅｎｔ　ＩＳＤＡを挙げることができる。
【００９７】
＊ダイマージオールとモノカルボン酸またはジカルボン酸とのエステルおよびポリエステ
ル
　例えば、ダイマージオールと脂肪酸とのエステルおよびダイマージオールとダイマージ
カルボン酸（ｄｉｃａｒｂｏｘｙｌｉｃ　ａｃｉｄ　ｄｉｍｅｒ）とのエステル、特にダ
イマージカルボン酸（特に、不飽和脂肪酸、特に不飽和Ｃ８～Ｃ３４、特にＣ１２～Ｃ２

２、特にＣ１６～Ｃ２０、より詳細にはＣ１８脂肪酸を二量化することにより得られるも
の）から得ることができる二量体とのエステル、例えば、ダイマージリノール酸とダイマ
ージリノレイルアルコールとのエステル、例えば日本精化株式会社（Ｎｉｐｐｏｎ　Ｆｉ
ｎｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）からラスプラン・ディーディーディーエー５（Ｌｕｓｐｌａｎ
　ＤＤ－ＤＡ５）（登録商標）およびディーディーディーエー７（ＤＤ－ＤＡ７）（登録
商標）の商品名で販売されているもの。
【００９８】
＊少なくとも１種のヒドロキシル化されたカルボン酸トリグリセリドを、脂肪族モノカル
ボン酸により、および不飽和であってもよい脂肪族ジカルボン酸によりエステル化するこ
とにより得られるポリエステル
　例えば、ＺｅｎｉｔｅｃｈからＺｅｎｉｇｌｏｓｓの商品記号で販売されている（イソ
ステアリン酸／コハク酸）ヒマシ油。
【００９９】
不揮発性無極性炭化水素系油
　これらの油は、植物、鉱物または合成由来のものとすることができる。
【０１００】
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　「無極性油」とは、本発明の趣旨の範囲内で、炭化水素から、すなわち炭素原子および
水素原子のみを含む化合物から選択される油を意味するものと理解される。
【０１０１】
　好ましくは、不揮発性無極性炭化水素系油は、鉱物由来または合成由来の直鎖または分
岐の炭化水素、例えば：
－流動パラフィン、
－スクワラン、
－イソエイコサン、
－ナフタレン油、
－水添または非水添ポリブテン、例えば、ＡｍｏｃｏからのＩｎｄｏｐｏｌ　Ｈ－１００
、Ｉｎｄｏｐｏｌ　Ｈ－３００またはＩｎｄｏｐｏｌ　Ｈ－１５００等、
－ポリイソブテンおよび水添ポリイソブテン、例えば、日油株式会社（Ｎｉｐｐｏｎ　Ｏ
ｉｌ　Ｆａｔｓ）からのパールリーム（Ｐａｒｌｅａｍ）（登録商標）、Ａｍｏｃｏから
のＰａｎａｌａｎｅ　Ｈ－３００　Ｅ、ＳｙｎｔｅａｌからのＶｉｓｅａｌ　２００００
、ＷｉｔｃｏからのＲｅｗｏｐａｌ　ＰＩＢ　１０００あるいはＮＯＦ　Ｃｏｒｐｏｒａ
ｔｉｏｎからのＰａｒｌｅａｍ　Ｌｉｔｅ等、
－デセン／ブテンコポリマーおよびポリブテン／ポリイソブテンコポリマー、特にＩｎｄ
ｏｐｏｌ　Ｌ－１４、
－ポリデセンおよび水添ポリデセン、例えば、ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
からのＰｕｒｅｓｙｎ　１０、Ｐｕｒｅｓｙｎ　１５０またはＰｕｒｅｓｙｎ　６等、
－およびこれらの混合物等、
から選択することができる。
【０１０２】
ジメチコン断片を有しない不揮発性フェニル化シリコーン油
　「シリコーン油」とは、少なくとも１個のケイ素原子を含み、特にＳｉ－Ｏ基を含む油
を意味すると理解される。
【０１０３】
　「フェニル化」という語は、上記油がその構造内に少なくとも１個のフェニル基を含む
ことを規定するものである。
【０１０４】
　「ジメチコン断片」という語は、そのケイ素原子が２個のメチル基を有している２価の
シロキサン基を指し、この基は分子末端に位置しない。これは次式で表すことができる：
－（Ｓｉ（ＣＨ３）２－Ｏ）－。
【０１０５】
　「不揮発性」とは、２５℃および大気圧下における蒸気圧がゼロではなく、０．０２ｍ
ｍＨｇ（２．６６Ｐａ）未満であり、より良好には１０－３ｍｍＨｇ（０．１３Ｐａ）未
満である油を意味すると理解される。
【０１０６】
　本発明の趣旨の範囲内で使用することができるシリコーン油は、有利には、重量平均分
子量が１５００００ｇ／ｍｏｌ以下、好ましくは１０００００ｇ／ｍｏｌ以下、より良好
には１００００ｇ／ｍｏｌ以下である。
【０１０７】
　好ましくは、このシリコーンは、Ｃ２～Ｃ３アルキレンオキシド基もグリセロール化さ
れた基も含まない。
【０１０８】
　本発明に好適な、ジメチコン断片を含まない不揮発性フェニル化シリコーン系の第１油
として、単独または混合物としての次に示す油を挙げることができる：
ａ）次式（Ｉ）に相当するフェニル化シリコーン油：
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【化１】

（式中、Ｒ基は、１価または２価であり、互いに独立に、メチルまたはフェニルを表し、
但し、少なくとも１個のＲ基はフェニルを表し、かつ式（Ｉ）はジメチコン断片を含まな
い）。
【０１０９】
　好ましくは、この式において、フェニルシリコーン油は少なくとも３個、例えば少なく
とも４個、少なくとも５個または少なくとも６個のフェニル基を含む。
ｂ）次式（ＩＩ）に相当するフェニル化シリコーン油：
【化２】

（式中、Ｒ基は、互いに独立に、メチルまたはフェニルを表し、但し、少なくとも１個の
Ｒ基はフェニルを表し、かつ式（Ｉ）はジメチコン断片を含まない）。
【０１１０】
　好ましくは、この式において、式（ＩＩ）の化合物は少なくとも３個、例えば少なくと
も４個または少なくとも５個のフェニル基を含む。
【０１１１】
　上に述べた異なるフェニルオルガノポリシロキサン化合物の混合物を使用することがで
きる。
【０１１２】
　その例として、トリフェニル－、テトラフェニル－またはペンタフェニルオルガノポリ
シロキサンの混合物を挙げることができる。
【０１１３】
　より詳細には、ジメチコン断片を含まない式（ＩＩ）で表されるフェニル化シリコーン
油の中でも、少なくとも４個または少なくとも５個のＲ基がフェニル基を表し、残りの基
がメチルを表す式（ＩＩ）に対応する化合物を挙げることができる。
【０１１４】
　この種の不揮発性フェニル化シリコーン油は、好ましくは、トリメチルペンタフェニル
トリシロキサンまたはテトラメチルテトラフェニルトリシロキサンである。これらは特に
、Ｄｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇからＰＨ－１５５５　ＨＲＩもしくはＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ
　５５５　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｆｌｕｉｄの商品記号で販売されている（化学名：１，３
，５－トリメチル－１，１，３，５，５－ペンタフェニルトリシロキサン；ＩＮＣＩ名：
トリメチルペンタフェニルトリシロキサン（ｔｒｉｍｅｔｈｙｌｐｅｎｔａｐｈｅｎｙｌ
ｔｒｉｓｉｌｏｘａｎｅ））。あるいはＤｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇからＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉ
ｎｇ　５５４　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｆｌｕｉｄの商品記号で販売されているテトラメチル
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テトラフェニルトリシロキサンも使用することができる。
【０１１５】
　これらは特に、次式（ＩＩａ）および（ＩＩｂ）に相当する：
【化３】

（式中、Ｍｅはメチルを表し、Ｐｈはフェニルを表す）。
【０１１６】
ｃ）次式（ＩＩＩ）に相当するフェニル化シリコーン油：

【化４】

（式中：
　Ｒ１～Ｒ１０は、互いに独立に、飽和または不飽和の直鎖、環状または分岐のＣ１～Ｃ

３０炭化水素基であり、
　ｍ、ｎ、ｐおよびｑは、互いに独立に、０～９００の間の整数であり、但し、Ｒ３およ
びＲ４がメチル基を表す場合、ｍ＋ｎ＋ｑの総和は０ではなく、かつｐは０である）。
【０１１７】
　好ましくは、ｍ＋ｎ＋ｑの総和は１～１００の間にある。有利には、ｍ＋ｎ＋ｐ＋ｑの
総和は１～９００の間にあり、好ましくは１～８００の間にある。
【０１１８】
　好ましくは、ｑは０である。
【０１１９】
　より詳細には、Ｒ１～Ｒ１０は、互いに独立に、飽和または不飽和、好ましくは飽和の
、直鎖または分岐のＣ１～Ｃ３０炭化水素基、特に好ましくは飽和Ｃ１～Ｃ２０、特にＣ

１～Ｃ１８炭化水素基であるか、または単環もしくは多環のＣ６～Ｃ１４、特にＣ１０～
Ｃ１３アリール基であるか、またはアラルキル基（そのアルキル部分は、好ましくはＣ１

～Ｃ３アルキル部分である）である。
【０１２０】
　好ましくは、Ｒ１～Ｒ１０は、それぞれ、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基
、イソプロピル基、デシル基、ドデシル基またはオクタデシル基を表すか、あるいは代替
的形態においては、フェニル基、トリル基、ベンジル基またはフェネチル基を表すことが
できる。より詳細には、Ｒ１～Ｒ１０は同一であってもよく、加えてメチルであってもよ
い。
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【０１２１】
　式（ＩＩＩ）のより具体的な第１の実施形態によれば、次に示すものを挙げることがで
きる：
ｉ）次式（ＩＩＩｉ）に相当するフェニル化シリコーン油：
【化５】

（式中：
　Ｒ１～Ｒ６は、互いに独立に、飽和または不飽和の直鎖、環状または分岐のＣ１～Ｃ３

０炭化水素基、好ましくはＣ６～Ｃ１４アリール基またはアラルキル基（そのアルキル部
分はＣ１～Ｃ３アルキル部分である）であり、
　ｍ、ｎおよびｐは、互いに独立に、０～１００の間の整数であり、但し、Ｒ３およびＲ

４がメチル基を表す場合、ｎ＋ｍの総和は１～１００の間にあり、ｐは０である）。
【０１２２】
　好ましくは、Ｒ１～Ｒ６は、互いに独立に、Ｃ１～Ｃ２０、特にＣ１～Ｃ１８炭化水素
基、好ましくはアルキル基であるか、または単環（好ましくはＣ６アリール基）もしくは
多環のＣ６～Ｃ１４アリール基、特にＣ１０～Ｃ１３アリール基であるか、またはアラル
キル基（好ましくは、アリール部分はＣ６アリール部分であり；アルキル部分はＣ１～Ｃ

３アルキル部分である）を表す。
【０１２３】
　好ましくは，Ｒ１～Ｒ６は、それぞれ、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、
イソプロピル基、デシル基、ドデシル基またはオクタデシル基を表すか、あるいは代替的
形態においてはフェニル基、トリル基、ベンジル基またはフェネチル基を表すことができ
る。
【０１２４】
　Ｒ１～Ｒ６は、特に同一であってもよく、加えてメチル基であってもよい。式（ＩＩＩ
ｉ）において、好ましくは、ｍ＝１もしくは２もしくは３であり、および／またはｎ＝０
かつｐ＝０を適用することができる。
【０１２５】
　好適な代替的形態によれば、式（ＩＩＩｉ）から派生した次に示す化合物（Ｂ）を挙げ
ることができる：
【化６】

（式中、Ｍｅはメチルであり、Ｐｈはフェニルであり、ＯＲ’は－ＯＳｉＭｅ３基を表し
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、ｐの値は０であり、ｍは１～１０００の間にある）。特にｍおよびｐは、化合物（Ｂ）
が不揮発性油となるようなものである。
【０１２６】
　例えば、フェニルトリメチルシロキシトリシロキサン、特にＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社
からＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　５５６　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｇｒａｄｅ　Ｆｌｕｉｄの商
品記号で販売されているもの（ＩＮＣＩ名：フェニルトリメチコン（ｐｈｅｎｙｌ　ｔｒ
ｉｍｅｔｈｉｃｏｎ））を使用することができる。
ｉｉ）次式（ＩＩＩｉｉ）に相当するジメチコン断片を有しない不揮発性フェニル化シリ
コーン油：
【化７】

（式中：
　Ｒは、互いに独立に、飽和または不飽和の直鎖、環状または分岐Ｃ１～Ｃ３０炭化水素
基であり、好ましくは、Ｒは、Ｃ１～Ｃ３０アルキル基、好ましくはＣ６～Ｃ１４アリー
ル基、またはアラルキル基（そのアルキル部分はＣ１～Ｃ３アルキル部分である）であり
、
　ｍおよびｎは、互いに独立に、０～１００の間の整数であり、但し、ｎ＋ｍの総和は１
～１００の間にある）。
【０１２７】
　好ましくは、Ｒは、互いに独立に、飽和または不飽和、好ましくは飽和の、直鎖または
分岐のＣ１～Ｃ３０炭化水素基、特に好ましくは飽和Ｃ１～Ｃ２０、特にＣ１～Ｃ１８、
より詳細にはＣ４～Ｃ１０炭化水素基、単環もしくは多環のＣ６～Ｃ１４、特にＣ１０～
Ｃ１３アリール基、またはアラルキル基（好ましくは、そのアリール部分はＣ６アリール
部分であり、アルキル部分はＣ１～Ｃ３アルキル部分である）を表す。
【０１２８】
　好ましくは、Ｒ基は、それぞれ、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、イソプ
ロピル基、デシル基、ドデシル基またはオクタデシル基を表すか、あるいは代替的形態に
おいては、フェニル基、トリル基、ベンジル基またはフェネチル基を表すことができる。
【０１２９】
　Ｒ基は、特に同一であってもよく、さらにメチル基であってもよい。
【０１３０】
　好ましくは、式（ＩＩＩｉｉ）において、ｍ＝１もしくは２もしくは３、および／また
はｎ＝０および／またはｐ＝０もしくは１を適用することができる。
【０１３１】
　好ましい実施形態によれば、式（ＩＩＩｉｉ）において、ｎは０～１００の間の整数で
あり、ｍは１～１００の間の整数であり、但し、ｎ＋ｍの総和は１～１００の間にある。
好ましくは、Ｒはメチル基である。
【０１３２】
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　一実施形態によれば、２５℃における粘度が５～１５００ｍｍ２／ｓ（すなわち、５～
１５００ｃＳｔ）の間にあり、好ましくは粘度が５～１０００ｍｍ２／ｓ（すなわち、５
～１０００ｃＳｔ）の間にある式（ＩＩＩｉｉ）のフェニル化シリコーン油を使用するこ
とができる。括弧内の値は２５℃における粘度を表す。
【０１３３】
　この実施形態によれば、不揮発性フェニル化シリコーン油は、好ましくはＤｏｗ　Ｃｏ
ｒｎｉｎｇからのＤＣ５５６等のフェニルトリメチコン（ｎ＝０の場合）から、または信
越化学工業株式会社（Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ）からのＫＦ－５６ＡもしくはＢｌｕｅｓｔａ
ｒ　ＳｉｌｉｃｏｎｅｓからのＳｉｌｂｉｏｎｅ　７０６６３Ｖ３０油等のジフェニルシ
ロキシフェニルトリメチコン油（ｍおよびｎが１～１００の間にある場合）から選択され
る。
【０１３４】
（ｄ）次式（ＩＶ）に相当するフェニル化シリコーン油：
【化８】

（式中：
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６は、同一であっても異なっていてもよく、１～６個の炭素
原子を含むアルキル基であり、Ｒ５およびＲ６は同時にメチル基を表すことはなく、
　Ｒ３およびＲ４は、同一であっても異なっていてもよく、１～６個の炭素原子を含むア
ルキル基またはアリール基（好ましくはＣ６～Ｃ１４アリール基）であり、但し、Ｒ３お
よびＲ４の少なくとも１種はフェニル基であり、
　Ｘは、１～６個の炭素原子を含むアルキル基、ヒドロキシル基またはビニル基であり、
　ｎおよびｐは、１以上の整数であり、油の重量平均分子量が１５００００ｇ／ｍｏｌ未
満、より好ましくは１０００００ｇ／ｍｏｌ未満となるように選択される）。
【０１３５】
　好ましくは、油は、式（ＩＩ）または（ＩＩＩ）の油に加えてこれらの混合物から選択
され、より好ましくは、式（ＩＩａ）、（ＩＩＩｉ）、特に式（Ｂ）、および（ＩＩＩｉ
ｉ）のフェニルシリコーン油に加えてこれらの混合物から選択される。
【０１３６】
　特に、油は、トリメチルペンタフェニルトリシロキサン、フェニルトリメチコン、ジフ
ェニルシロキシフェニルトリメチコンおよびこれらの混合物から選択することができる。
【０１３７】
　本発明の組成物が少なくとも１種の不揮発性第３油を含む場合、第３油の含有量は、組
成物の重量に対し４重量％～４０重量％の間にあり、好ましくは、組成物の重量に対し１
０重量％～３０重量％の間にある。
【０１３８】
　本発明の組成物が少なくとも１種のワックスを含み、この組成物が少なくとも１種の不
揮発性第３油を含む場合、第３油の含有量は、組成物の重量に対し５重量％～４０重量％
の間、好ましくは、組成物の重量に対し１０重量％～３０重量％の間にある。
【０１３９】
非相溶性不揮発性シリコーン系またはフッ素系第２油
　上に述べたように、本発明による組成物は、上述の不揮発性極性炭化水素系第１油と非
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相溶性である少なくとも１種の不揮発性シリコーン系またはフッ素系の第２油を含む。
【０１４０】
　不揮発性シリコーン系またはフッ素系第２油の非相溶性は上に述べた手順に従い評価す
る。加えてこの油は、不揮発性極性炭化水素系第１油と非相溶性である含有量で使用され
る。
【０１４１】
　「不揮発性」とは、２５℃および大気圧下における蒸気圧がゼロではなく、０．０２ｍ
ｍＨｇ（２．６６Ｐａ）未満であり、さらに良好には１０－３ｍｍＨｇ（０．１３Ｐａ）
未満である油を意味すると理解される。
【０１４２】
　より詳細には、非相溶性不揮発性シリコーン系第２油は、非フェニル化シリコーン油か
ら、または少なくとも１個のジメチコン（－（Ｓｉ（ＣＨ３）２－Ｏ）－）断片を有する
不揮発性フェニル化シリコーン油から選択される。
【０１４３】
　本発明の趣旨の範囲内で使用することができるシリコーン油の重量平均分子量は、有利
には、１５００００ｇ／ｍｏｌ以下、好ましくは１０００００ｇ／ｍｏｌ以下、より良好
には１００００ｇ／ｍｏｌ以下である。
【０１４４】
　好ましくは、このシリコーンは、Ｃ２～Ｃ３アルキレンオキシド基もグリセロール化さ
れた基も含まない。
【０１４５】
少なくとも１個のジメチコン断片を有する不揮発性フェニル化シリコーン
　本発明に使用するのに好適な少なくとも１個のジメチコン断片を有する不揮発性フェニ
ル化シリコーン系の第２油として、単独でまたは混合物としての次に示す油を挙げること
ができる：
ａ）式（Ｉ’）に相当するフェニル化シリコーン油：
【化９】

（式中、Ｒ基は、１価または２価であり、互いに独立に、メチルまたはフェニルを表し、
但し、少なくとも１個のＲ基はフェニルを表し、かつ式（Ｉ’）は少なくとも１個のジメ
チコン断片を含む）。
ｂ）次式（ＩＩ’）に相当するフェニル化シリコーン油：
【化１０】

（式中、Ｒ基は、互いに独立に、メチルまたはフェニルを表し、但し、少なくとも１個の
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Ｒ基はフェニルを表し、かつ式（ＩＩ’）は少なくとも１個のジメチコン断片を含む）。
ｃ）次式（ＩＩＩ’）に相当するフェニル化シリコーン油：
【化１１】

（式中、Ｍｅはメチルを表し、ｙは１～１０００の間にあり、Ｘは－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ

３）（Ｐｈ）を表す）。
ｄ）次式（ＩＶ’）に相当するフェニル化シリコーン油：

【化１２】

（式中：
　Ｒ１～Ｒ１０は、互いに独立に、飽和または不飽和の直鎖、環状または分岐のＣ１～Ｃ

３０炭化水素基であり、
　ｍ、ｎ、ｐおよびｑは、互いに独立に、０～９００の間の整数であり、但し、ｍ＋ｎ＋
ｑの総和は０ではなく、
　式（ＩＶ’）は少なくとも１個のジメチコン断片を含む）。
【０１４６】
　好ましくは、ｍ＋ｎ＋ｑの総和は１～１００の間にある。有利には、ｍ＋ｎ＋ｐ＋ｑの
総和は１～９００の間にあり、好ましくは１～８００の間にある。
【０１４７】
　好ましくは、ｑは０である。
【０１４８】
　より詳細には、Ｒ１～Ｒ１０は、互いに独立に、飽和または不飽和、好ましくは飽和の
直鎖または分岐のＣ１～Ｃ３０炭化水素基を表し、特に、好ましくは飽和のＣ１～Ｃ２０

、特にＣ１～Ｃ１８炭化水素基を表すか、または単環もしくは多環のＣ６～Ｃ１４、特に
Ｃ１０～Ｃ１３アリール基を表すか、またはアラルキル基（そのアルキル部分は、好まし
くはＣ１～Ｃ３アルキル部分である）を表す。
【０１４９】
　好ましくは、Ｒ１～Ｒ１０は、それぞれ、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基
、イソプロピル基、デシル基、ドデシル基もしくはオクタデシル基を表すか、または代替
的形態において、フェニル基、トリル基、ベンジル基もしくはフェネチル基を表すことが
できる。Ｒ１～Ｒ１０は、特に同一であってもよく、加えてメチル基であってもよい。
【０１５０】
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　式（ＩＶ’）のより具体的な実施形態によれば、次式（ＩＶ’ｉ）に相当するフェニル
化シリコーン油を挙げることができる：
【化１３】

（式中：
　Ｒ１～Ｒ６は、互いに独立に、飽和または不飽和の直鎖、環状または分岐のＣ１～Ｃ３

０炭化水素基、好ましくはＣ６～Ｃ１４アリール基またはアラルキル基（そのアルキル部
分はＣ１～Ｃ３アルキル部分である）を表し、
　ｍ、ｎおよびｐは、互いに独立に、０～１００の間の整数であり、但し、ｎ＋ｍの総和
は１～１００の間にあり、
　式（ＩＶ’ｉ）は少なくとも１個のジメチコン断片を含む）。
【０１５１】
　好ましくは、Ｒ１～Ｒ６は、互いに独立に、Ｃ１～Ｃ２０、特にＣ１～Ｃ１８炭化水素
、好ましくはアルキル基、または単環（好ましくはＣ６アリール基）もしくは多環のＣ６

～Ｃ１４アリール基、特にＣ１０～Ｃ１３アリール基、またはアラルキル基（好ましくは
アリール部分はＣ６アリール部分であり、アルキル部分はＣ１～Ｃ３アルキル部分である
）を表し；式（ＩＶ’ｉ）は少なくとも１個のジメチコン断片を含む。
【０１５２】
　好ましくは、Ｒ１～Ｒ６は、それぞれ、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、
イソプロピル基、デシル基、ドデシル基もしくはオクタデシル基を表すか、または代替的
形態において、フェニル基、トリル基、ベンジル基もしくはフェネチル基を表すことがで
き；式（ＩＶ’ｉ）は少なくとも１個のジメチコン断片を含む。
【０１５３】
　Ｒ１～Ｒ６は、特に、同一であってもよく、加えてメチル基であってもよい。好ましく
は、式（ＩＶ’ｉ）において、ｍ＝１もしくは２もしくは３、および／またはｎ＝０およ
び／またはｐ＝０もしくは１を適用することができる。
【０１５４】
　好ましくは、本発明に関連する第２油として使用することができるフェニル化シリコー
ン油は、次に示す式（ＩＶ’ｉ）の化合物に相当する：
Ａ）ｍ＝０であり、かつｎおよびｐは、互いに独立に、１～１００の間の整数であるもの
。
【０１５５】
　好ましくは、Ｒ１～Ｒ６はメチル基である。
【０１５６】
　この実施形態によれば、シリコーン油は、好ましくは、信越化学工業株式会社（Ｓｈｉ
ｎ－Ｅｔｓｕ）からのＫＦ－５４（４００ｃＳｔ）、信越化学工業株式会社（Ｓｈｉｎ－
Ｅｔｓｕ）からのＫＦ－５４ＨＶ（５０００ｃＳｔ）、信越化学工業株式会社（Ｓｈｉｎ
－Ｅｔｓｕ）からのＫＦ－５０－３００ＣＳ（３００ｃＳｔ）、信越化学工業株式会社（
Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ）からのＫＦ－５３（１７５ｃＳｔ）、または信越化学工業株式会社
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（Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ）からのＫＦ－５０－１００ＣＳ（１００ｃＳｔ）等のジフェニル
ジメチコンから選択される。
Ｂ）ｐは１～１００の間にあり、ｎ＋ｍの総和は１～１００の間にあり、かつｎ＝０であ
るもの。
【０１５７】
　この少なくとも１個のジメチコン断片を有するかまたは有しないフェニル化シリコーン
油は、より具体的には、次式（Ｂ）に相当する：
【化１４】

（式中、Ｍｅはメチルであり、Ｐｈはフェニルであり、ＯＲ’は－ＯＳｉＭｅ３基を表し
、ｐは１～１０００の間にあり、ｍは１～１０００の間にある）。特にｍおよびｐは、化
合物（Ｂ）が不揮発性油となるようなものである。
【０１５８】
　特定の実施形態によれば、不揮発性フェニル化シリコーン油は、ｐが１～１０００の間
となるようなものであり、ｍは、より詳細には、化合物（Ｂ）が不揮発性油となるような
ものである。例えば、特にＷａｃｋｅｒからＢｅｌｓｉｌ　ＰＤＭ１０００の商品記号で
販売されているトリメチルシロキシフェニルジメチコンを利用することができる。
【０１５９】
（ｅ）次式（Ｖ’）に相当するフェニル化シリコーン油：
【化１５】

（式中：
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６は、同一であっても異なっていてもよく、１～６個の炭素
原子を含むアルキル基であり、
　Ｒ３およびＲ４は、同一であっても異なっていてもよく、１～６個の炭素原子を含むア
ルキル基であるか、またはアリール基（好ましくはＣ６～Ｃ１４アリール基）であり、但
し、Ｒ３およびＲ４の少なくとも１種はフェニル基であり、
　Ｘは、１～６個の炭素原子を含むアルキル基、ヒドロキシル基またはビニル基であり、
　ｎおよびｐは、１以上の整数であり、油の重量平均分子量が１５００００ｇ／ｍｏｌ未
満、より好ましくは１０００００ｇ／ｍｏｌ未満となるように選択され；
　式（Ｖ’）は少なくとも１個のジメチコン断片を含む）。
【０１６０】
　好ましくは、第２油は、式（ＩＶ’）で表される油、より詳細には式（ＩＶ’ｉ）で表
される油、好ましくは、代替的形態（Ａ）および（Ｂ）に従う油に加えてこれらの混合物
から選択される。
【０１６１】
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　特に、第２油は、ジフェニルジメチコン、トリメチルシロキシフェニルジメチコンおよ
びこれらの混合物から選択することができる。
【０１６２】
不揮発性非フェニル化シリコーン油
　「非フェニル化シリコーン油」という表現は、フェニル置換基を含まないシリコーン油
を指す。
【０１６３】
　このような不揮発性非フェニル化シリコーン油の代表例として、ポリジメチルシロキサ
ン；アルキルジメチコン；ビニルメチルメチコン；に加えて、脂肪族基ならびに／または
ヒドロキシル基、チオール基および／もしくはアミン基等の官能基、好ましくはヒドロキ
シル基で変性されたシリコーンを挙げることができる。
【０１６４】
　「ジメチコン（ｄｉｍｅｔｈｉｃｏｎｅ）」（ＩＮＣＩ名）は、ポリジメチルシロキサ
ン（化学名）に相当することに留意されたい。
【０１６５】
　不揮発性非フェニル化シリコーン油は、好ましくは不揮発性ジメチコン油から選択され
る。
【０１６６】
　特にこれらの油は、次に示す不揮発性油から選択することができる：
　－ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）、
　－そのシリコーン鎖に懸垂している、および／または末端に位置する脂肪族基を含むＰ
ＤＭＳであって、脂肪族基は特にアルキル基（すなわちアルキルジメチコン）またはアル
コキシ基であり、これらの基はそれぞれ２～２４個の炭素原子を含む、ＰＤＭＳ。その例
として、Ｅｖｏｎｉｋ　Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔから商品記号Ａｂｉｌ　Ｗａｘ　９８０
１で市販されているセチルジメチコンを挙げることができる、
　－ヒドロキシル基、チオール基および／またはアミン基等の官能基、好ましくはヒドロ
キシル基を含むＰＤＭＳまたはアルキルジメチコン、
　－脂肪酸または脂肪族アルコールで変性されたポリシロキサン、ならびに
　－これらの混合物。
【０１６７】
　好ましくは、これらの不揮発性非フェニル化シリコーン油は、ポリジメチルシロキサン
；Ｃ２～Ｃ２４アルキル基を含むアルキルジメチコン（これらのシリコーン油は、ヒドロ
キシル基、チオール基および／またはアミン基等の官能基、好ましくはヒドロキシル基を
含んでいてもよい）；およびこれらの混合物から選択される。
【０１６８】
　不揮発性非フェニル化シリコーン油は、特に式（Ｉ）のシリコーンから選択することが
できる：
【化１６】

（式中：
－Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６は、同一であるかまたは異なる（ｔｏｇｅｔｈｅｒ　ｏｒ
　ｓｅｐａｒａｔｅｌｙ）、１～６個の炭素原子を含むアルキル基であり、
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－Ｒ３およびＲ４は、同一であるかまたは異なる（ｔｏｇｅｔｈｅｒ　ｏｒ　ｓｅｐａｒ
ａｔｅｌｙ）、１～６個の炭素原子を含むアルキル基、ビニル基、アミン基またはヒドロ
キシル基であり、
－Ｘは、１～６個の炭素原子を含むアルキル基、ヒドロキシル基またはアミン基であり、
－ｎおよびｐは、その２５℃における粘度が特に８センチストークス（ｃＳｔ）（８×１
０－６ｍ２／ｓ）～８０００００ｃＳｔの間となり、重量平均分子量が１５００００ｇ／
ｍｏｌ以下、好ましくは１０００００ｇ／ｍｏｌ以下、より良好には１００００ｇ／ｍｏ
ｌ以下である流体化合物が得られるように選択される整数である）。
【０１６９】
　本発明の実施に好適な不揮発性非フェニル化シリコーン油として、次に示すものが挙げ
られる：
　－Ｒ１～Ｒ６およびＸ置換基がメチル基を表し、ｐおよびｎは、粘度が６００００ｃＳ
ｔとなるようなもの（例えば、Ｄｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇからＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　２
００　Ｆｌｕｉｄ　６００００　ＣＳの名称で販売されている製品およびＷａｃｋｅｒか
らＷａｃｋｅｒ　Ｂｅｌｓｉｌ　ＤＭ　６００００の名称で販売されている製品）、
　－Ｒ１～Ｒ６およびＸ置換基がメチル基を表し、ｐ～ｎは、粘度が１００ｃＳｔまたは
３５０ｃＳｔとなるようなもの（例えば、それぞれＤｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇからＢｅｌｓ
ｉｌ　ＤＭ１００およびＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　２００　Ｆｌｕｉｄ　３５０　ＣＳの
名称で販売されている製品）、ならびに
　－Ｒ１～Ｒ６置換基がメチル基を表し、Ｘ基がヒドロキシル基を表し、ｎおよびｐは、
粘度が７００ｃＳｔとなるようなもの（例えば、ＭｏｍｅｎｔｉｖｅからＢａｙｓｉｌｏ
ｎｅ　Ｆｌｕｉｄ　Ｔ０．７の名称で販売されている製品）。
【０１７０】
不揮発性フッ素系油
　本発明による組成物は、第２油として、少なくとも１種の不揮発性フッ素系油を含むこ
とができる。
【０１７１】
　「フッ素系油」という語は少なくとも１個のフッ素原子を含む油を意味すると理解され
る。
【０１７２】
　フッ素系油の例として、単独でまたは混合物としての、フルオロシリコーン油、フッ素
化ポリエーテル、フッ素化シリコーン、特に欧州特許出願公開第Ａ－８４７７５２号明細
書に記載されているもの、およびパーフルオロ化合物を挙げることができる。
【０１７３】
　パーフルオロ化合物は、本発明によれば、全ての水素原子がフッ素原子に置き換わって
いる化合物を意味すると理解される。
【０１７４】
　好ましい実施形態によれば、フッ素系油はパーフルオロ油から選択される。
【０１７５】
　パーフルオロ油の例として、パーフルオロデカリン、パーフルオロパーヒドロフェナン
トレンおよびパーフルオロエーテル油を挙げることができる。
【０１７６】
　好ましい実施形態によれば、フッ素系油は、パーフルオロパーヒドロフェナントレン、
特にＣｒｅａｔｉｏｎｓ　Ｃｏｕｌｅｕｒｓから販売されている製品であるＦｉｆｌｏｗ
（登録商標）から選択される。特に、Ｆ２　ＣｈｅｍｉｃａｌｓからＦｉｆｌｏｗ　２２
０の商品記号で販売されているＩＮＣＩ名がパーフルオロパーヒドロフェナントレン（ｐ
ｅｒｆｌｕｏｒｏｐｅｒｈｙｄｒｏｐｈｅｎａｎｔｈｒｅｎｅ）であるフッ素系油、ある
いは、例えばＳｏｌｖａｙからＦｏｍｂｌｉｎ　ＨＣの商品記号で販売されているパーフ
ルオロポリメチルイソプロピルエーテル油を利用することができる。
【０１７７】
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　好ましくは、第２油は、シリコーン油、特に、式（ＩＶ’）で表される油、好ましくは
式（ＩＶ’ｉ）（特に代替的形態（Ａ）および（Ｂ）に従う油）で表される油から、ポリ
ジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）から、加えてこれらの混合物から選択される。
【０１７８】
　特に、第２油は、ジフェニルジメチコン、トリメチルシロキシフェニルジメチコンから
、ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）から、およびこれらの組合せから選択することが
できる。
【０１７９】
　不揮発性フッ素系またはシリコーン系第２油の含有量は、組成物の重量に対し少なくと
も２０重量％、好ましくは２０重量％～５０重量％、好ましくは２５重量％～４５重量％
である。
【０１８０】
さらなる揮発性油
　本発明の特定の実施形態によれば、本発明の組成物は少なくとも１種の揮発性油も含む
ことができる。
【０１８１】
　揮発性油は、特に、シリコーン油、好ましくは無極性である炭化水素系油、およびこれ
らの混合物とすることができる。
【０１８２】
　「揮発性」とは、２５℃および大気圧下における蒸気圧が０．１３Ｐａ～４００００Ｐ
ａ（０．００１～３００ｍｍＨｇ）の間、好ましくは１．３Ｐａ～１３００Ｐａ（０．０
１～１０ｍｍＨｇ）の間にある油を意味すると理解される。
【０１８３】
　本発明に使用することができる揮発性シリコーン油として、常温下における粘度が８セ
ンチストークス（ｃＳｔ）（８×１０－６ｍ２／ｓ）未満であり、より詳細には２～１０
個のケイ素原子、特に２～７個のケイ素原子を有する直鎖または環状シリコーンを挙げる
ことができる。これらのシリコーンは１～１０個の炭素原子を有する任意選択的なアルキ
ル基またはアルコキシ基を含む。
【０１８４】
　本発明に使用することができる揮発性シリコーン油として、より詳細には、粘度が５お
よび６ｃＳｔであるジメチコン、オクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシク
ロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、ヘプタメチルヘキシルトリ
シロキサン、ヘプタメチルオクチルトリシロキサン、ヘキサメチルジシロキサン、オクタ
メチルトリシロキサン、デカメチルテトラシロキサン、ドデカメチルペンタシロキサンお
よびこれらの混合物を挙げることができる。
【０１８５】
　揮発性炭化水素系油、好ましくは揮発性無極性炭化水素系油の中でも、８～１６個の炭
素原子を有する揮発性炭化水素系油およびこれらの混合物を挙げることができ、より詳細
には：
　－分岐Ｃ８～Ｃ１６アルカン、例えば、Ｃ８～Ｃ１６イソアルカン（イソパラフィンと
しても知られる）、イソドデカン、イソデカンまたはイソヘキサデカン、例えば、Ｉｓｏ
ｐａｒまたはＰｅｒｍｅｔｈｙｌの商品名で販売されている油、
　－直鎖状アルカン、例えば、ＳａｓｏｌからそれぞれＰａｒａｆｏｌ　１２－９７およ
びＰａｒａｆｏｌ　１４－９７の商品記号で販売されているｎ－ドデカン（Ｃ１２）およ
びｎ－テトラデカン（Ｃ１４）に加えてこれらの混合物、ウンデカン－トリデカン混合物
（Ｃｅｔｉｏｌ　ＵＴ）、Ｃｏｇｎｉｓからの出願である国際公開第２００８／１５５０
５９号パンフレットの実施例１および２において得られるｎ－ウンデカン（Ｃ１１）およ
びｎ－トリデカン（Ｃ１３）の混合物、ならびにこれらの混合物、
を挙げることができる。
【０１８６】
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　好ましくは、組成物が少なくとも１種の揮発性油を含む場合、これは揮発性炭化水素系
油から選択される。
【０１８７】
　組成物が少なくとも１種のさらなる揮発性油を含む場合、これらの含有量は、より詳細
には、上記組成物の総重量に対し５重量％～３０重量％、より詳細には１０重量％～２０
重量％を占める。
【０１８８】
ワックス
　上に述べたように、本発明による組成物は少なくとも１種のワックスを含むことができ
る。
【０１８９】
　「ワックス」とは、本発明の趣旨の範囲内において、常温（２５℃）で固体であり、固
体／液体状態が可逆的に変化し、融点が３０℃以上であり、１２０℃までの範囲内にあり
得る親油性化合物を意味すると理解される。
【０１９０】
　ワックスの融点は、示差走査熱量計（ＤＳＣ）、例えば、ＭｅｔｔｌｅｒからＤＳＣ３
０の名称で販売されている熱量計またはＴＡ　ＩｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓからＤＳＣ　Ｑ１
００の名称で販売されている、ソフトウェア”ＴＡ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ａｎａｌｙｓ
ｉｓ”を搭載した熱量計を使用して測定することができる。
【０１９１】
　好ましい測定手順は次の通りである：
ワックスの試料（５ｍｇ）をるつぼに投入し、昇温速度を１０℃／分として－２０℃～１
００℃の範囲で１回目の昇温を行い、次いで１００℃から－２０℃まで１０℃／分の降温
速度で降温し、最後に昇温速度を５℃／分として－２０℃～１００℃の範囲で２回目の昇
温を行う。２回目の昇温時に空のるつぼが吸収したエネルギーとワックス試料を収容した
るつぼが吸収したエネルギーとの差の変動を温度の関数として測定する。化合物の融点は
、吸収エネルギーの差の変動を温度の関数として表した曲線のピークの頂点の温度に相当
する値である。
【０１９２】
　ワックスは、より具体的には、０．０５ＭＰａ～１５ＭＰａの範囲、好ましくは６ＭＰ
ａ～１５ＭＰａの範囲の硬さを示すことができる。この硬さは、ＲｈｅｏからＴＡ－ＴＸ
２ｉの名称で販売されているテクスチャーアナライザーに直径２ｍｍのステンレス鋼製の
円筒を装着して使用し、２０℃で測定速度を０．１ｍｍ／秒としてワックスを押圧し、０
．３ｍｍの侵入深さまで侵入させることにより、圧縮荷重を測定することによって求めら
れる。
【０１９３】
　ワックスは、炭化水素系またはフッ素系ワックスとすることができ、また、植物、鉱物
、動物および／または合成由来のものとすることができる。
【０１９４】
　より詳細には、ワックスの融点は３０℃を超え、より良好には４５℃を超える。
【０１９５】
無極性ワックス
　「無極性ワックス」とは、本発明の趣旨の範囲内で、後に定義する２５℃における溶解
度パラメータδａが０（Ｊ／ｃｍ３）1/2であるワックスを意味すると理解される。
【０１９６】
　無極性ワックスは、特に、炭素原子および水素原子のみから形成された、Ｎ、Ｏ、Ｓｉ
、Ｐ等のヘテロ原子を含まない炭化水素系ワックスである。
【０１９７】
　特に本発明に好適な無極性ワックスの例として、炭化水素系ワックス、例えば、マイク
ロクリスタリンワックス、パラフィンワックス、オゾケライト、ポリメチレンワックス、
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ポリエチレンワックスおよびマイクロワックス、特にポリエチレンワックスを挙げること
ができる。
【０１９８】
極性ワックス
　「極性ワックス」とは、本発明の趣旨の範囲内で、２５℃における溶解度パラメータδ

ａが０（Ｊ／ｃｍ３）1/2ではないワックスを意味すると理解される。
【０１９９】
　より詳細には、「極性ワックス」とは、その化学構造が炭素原子および水素原子から基
本的に形成されているか、または事実上炭素原子および水素原子からなり、酸素原子、窒
素原子、ケイ素原子、またはリン原子等の少なくとも１種の電気陰性度の高いヘテロ原子
を含むワックスを意味すると理解される。
【０２００】
　ハンセン溶解度の三次元空間における溶解度パラメータの定義および算出は、Ｃ．Ｍ．
Ｈａｎｓｅｎによる論文：Ｔｈｅ　ｔｈｒｅｅ－ｄｉｍｅｎｓｉｏｎａｌ　ｓｏｌｕｂｉ
ｌｉｔｙ　ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ，Ｊ．Ｐａｉｎｔ　Ｔｅｃｈｎｏｌ．，３９，１０５（
１９６７）に記載されている。
【０２０１】
　ハンセン空間によれば：
－δＤは、分子の影響を受けて誘起される双極子の生成に由来するロンドン分散力を特徴
付ける；
－δｐは、永久双極子の間に働くＤｅｂｙｅ相互作用による力に加えて、誘起双極子およ
び永久双極子の間に働くＫｅｅｓｏｍ相互作用による力を特徴付ける；
－δｈは、特異的な相互作用（水素結合、酸／塩基結合、供与体／受容体結合等）による
力を特徴付ける；
－δａは、式：δａ　＝　（δｐ

2　＋　δｈ
2）1/2により求められる。

【０２０２】
　パラメータδｐ、δｈ、δＤおよびδａは（Ｊ／ｃｍ３）1/2で表される。
【０２０３】
　極性ワックスは、特に、炭化水素系ワックス、フッ素系ワックスまたはシリコーンワッ
クスとすることができる。
【０２０４】
　好ましくは、極性ワックスは、炭化水素系ワックスまたはシリコーンワックスとするこ
とができる。
【０２０５】
　「シリコーンワックス」は、少なくとも１個のケイ素原子を含み、特にＳｉ－Ｏ基を含
む油を意味すると理解される。
【０２０６】
　「炭化水素系ワックス」は、炭素原子および水素原子から基本的に形成され、それどこ
ろか事実上炭素原子および水素原子からなり、任意選択的な酸素原子および窒素原子を含
み、ケイ素原子もフッ素原子も含まないワックスを意味すると理解される。これはアルコ
ール基、エステル基、エーテル基、カルボン酸基、アミン基および／またはアミド基を含
むことができる。
【０２０７】
　第１の好ましい実施形態によれば、極性ワックスは炭化水素系ワックスである。
【０２０８】
　より詳細には、極性炭化水素系ワックスとして、エステルワックスおよびアルコールワ
ックスから選択されるワックスが好ましい。
【０２０９】
　「エステルワックス」は、本発明によれば、少なくとも１個のエステル官能基を含むワ
ックスを意味すると理解される。エステルワックスはさらにヒドロキシル化されていても
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よい。
【０２１０】
　「アルコールワックス」は、本発明によれば、少なくとも１個のアルコール官能基を含
む、すなわち少なくとも１種の遊離ヒドロキシル（ＯＨ）基を含むワックスを意味すると
理解される。
【０２１１】
　シリコーンワックスとして、例えば、アルキル（Ｃ３０－４５）ジメチルシリルポリプ
ロピルシルセスキオキサン（Ｃ３０－４５　Ａｌｋｙｌｄｉｍｅｔｈｙｌｓｉｌｙｌ　Ｐ
ｏｌｙｐｒｏｐｙｌｓｉｌｓｅｓｑｕｉｏｘａｎｅ）（ＩＮＣＩ名）型の化合物を含む混
合物、例えば、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから販売されている製品であるＤｏｗ　Ｃｏｒｎ
ｉｎｇ　ＳＷ－８００５　Ｃ３０　Ｒｅｓｉｎ　Ｗａｘを挙げることができる。アルキル
（Ｃ３０－４５）メチコン（Ｃ３０－４５　Ａｌｋｙｌ　Ｍｅｔｈｉｃｏｎｅ）（ＩＮＣ
Ｉ名）型の化合物を含む混合物、例えば、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）ＡＭＳ－
Ｃ３０　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｗａｘ製品等も挙げることができる。シリコーン化されたミ
ツロウも挙げることができる。
【０２１２】
　特に、エステルワックスとして：
－次に示すものから選択されるもの等のエステルワックスを挙げることができる：
ｉ）式Ｒ１ＣＯＯＲ２（式中、Ｒ１およびＲ２は、直鎖、分岐または環状脂肪族鎖を表す
）で表されるワックス。その原子数は１０～５０の間で変化し、Ｏ、Ｎ、Ｐ等のヘテロ原
子を含むことができ、その融点は２５～１２０℃の間で変化する。特に、エステルワック
スとして、（ヒドロキシステアリルオキシ）ステアリン酸Ｃ２０～Ｃ４０アルキルエステ
ル（アルキル基は２０～４０個の炭素原子を含む）を単独でもしくは混合物として、また
はステアリン酸Ｃ２０～Ｃ４０アルキルエステルを利用することができる。この種のワッ
クスは、特に、Ｋｏｓｔｅｒ　ＫｅｕｎｅｎからＫｅｓｔｅｒ　Ｗａｘ　Ｋ　８２　Ｐ（
登録商標）、Ｈｙｄｒｏｘｙｐｏｌｙｅｓｔｅｒ　Ｋ　８２　Ｐ（登録商標）、Ｋｅｓｔ
ｅｒ　Ｗａｘ　Ｋ　８０　Ｐ（登録商標）またはＫｅｓｔｅｒ　Ｗａｘ　Ｋ８２Ｈの名称
で販売されている。
【０２１３】
　グリコールおよびブチレングリコールのモンタン酸エステル（オクタコサン酸エステル
）、例えば、Ｃｌａｒｉａｎｔから販売されているワックスであるＬｉｃｏｗａｘ　ＫＰ
Ｓ　Ｆｌａｋｅｓ（ＩＮＣＩ名：モンタン酸グリコール（ｇｌｙｃｏｌ　ｍｏｎｔａｎａ
ｔｅ））も利用することができる。
ｉｉ）ＨｅｔｅｒｅｎｅからＨｅｓｔ　２Ｔ－４Ｓ（登録商標）の名称で販売されている
ジ（１，１，１－トリメチロールプロパン）テトラステアリン酸エステル。
ｉｉｉ）一般式Ｒ３－（－ＯＣＯ－Ｒ４－ＣＯＯ－Ｒ５）で表されるジカルボン酸のジエ
ステルワックス（式中、Ｒ３およびＲ５は、同一であっても異なっていてもよく、好まし
くは同一であり、Ｃ４～Ｃ３０アルキル基を表し（アルキル基は４～３０個の炭素原子を
含む）、Ｒ４は、１または２以上の不飽和を含んでいても含まなくてもよい、直鎖または
分岐のＣ４～Ｃ３０脂肪族基を表す（アルキル基は４～３０個の炭素原子を含む））。好
ましくは、Ｃ４～Ｃ３０脂肪族基は直鎖かつ不飽和である。
ｉｖ）特に直鎖または分岐のＣ８～Ｃ３２脂肪族鎖を有する動物性または植物性油の接触
水素化により得られるワックス、例えば、水添ホホバ油、水添ヒマワリ油、水添ヒマシ油
、水添ヤシ油等に加えて、セチルアルコールでエステル化されたヒマシ油を水素化するこ
とにより得られるワックス、例えば、ＳｏｐｈｉｍからＰｈｙｔｏｗａｘ　Ｒｉｃｉｎ　
１６Ｌ６４（登録商標）および２２Ｌ７３（登録商標）の名称で販売されているものも挙
げることができる。この種のワックスは仏国特許出願公開第２７９２１９０Ａ号明細書に
記載されている。ステアリルアルコールでエステル化されたオリーブ油を水素化すること
により得られるワックスとして、Ｐｈｙｔｏｗａｘ　Ｏｌｉｖｅ　１８　Ｌ５７の名称で
販売されているものを挙げることができる。
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ｖ）動物または植物由来のワックス、例えば、ミツロウ、合成ミツロウ、ポリグリセロー
ル化ミツロウ、カルナウバワックス、キャンデリラワックス、オキシプロピレン化ラノリ
ンロウ、コメヌカロウ、オウリキュリーロウ、エスパルトワックス、コルク繊維ワックス
（ｃｏｒｋ　ｆｉｂｒｅ　ｗａｘ）、サトウキビロウ、モクロウ（Ｊａｐａｎ　ｗａｘ、
ｓｕｍａｃ　ｗａｘ）、モンタンロウ、オレンジワックス、ミリカプベセンス果実ロウ（
ｌａｕｒｅｌ　ｗａｘ）、水添ホホバワックスまたはヒマワリワックス、特に精製ヒマワ
リワックスも挙げることができる。
【０２１４】
　他の実施形態によれば、極性ワックスはアルコールワックスとすることができる。
【０２１５】
　アルコールワックスとして、飽和直鎖Ｃ３０～Ｃ５０アルコールの混合物、例えば、Ｎ
ｅｗ　Ｐｈａｓｅ　ＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙからのワックスであるＰｅｒｆｏｒｍａｃｏｌ
　５５０　Ａｌｃｏｈｏｌ、ステアリルアルコール、セチルアルコール等を挙げることが
できる。
【０２１６】
　好ましくは、組成物がワックスを含む場合、ワックスは無極性炭化水素系ワックス；動
物性または植物性油を接触水素化することにより得られるワックス等の極性炭化水素系ワ
ックス；アルコールワックス；加えてこれらの混合物から選択される。
【０２１７】
　ワックスの含有量は、有利には、組成物の重量に対し０．５重量％から２０重量％まで
、特に１重量％から１５重量％まで、好ましくは５重量％から１２重量％まで変化する。
【０２１８】
ペースト状化合物
　本発明による組成物は、常温大気圧下にペースト状である少なくとも１種の化合物も含
むことができる。
【０２１９】
　このペースト状化合物は水と不混和であることに留意されたい。先に油に関し詳述した
手順は、ペースト状化合物が液体形態にある温度で測定を行う限りは、上記ペースト状化
合物に関しても有効である。
【０２２０】
　「ペースト状」とは、本発明の趣旨の範囲内で、固体／液体状態が可逆的に変化する化
合物であり、固体状態では非等方性結晶組織を呈し、２３℃の温度下で液体画分および固
体画分を含む化合物を意味すると理解される。
【０２２１】
　換言すれば、ペースト状化合物の融解開始温度（ｓｔａｒｔｉｎｇ　ｍｅｌｔｉｎｇ　
ｐｏｉｎｔ）は２３℃未満となり得る。２３℃で測定した場合のペースト状化合物の液体
画分は、ペースト状化合物の９重量％～９７重量％を占めることができる。この液体画分
は、２３℃において好ましくは１５重量％～８５重量％の間、より好ましくは４０重量％
～８５重量％の間となることができる。
【０２２２】
　融点（ｍｅｌｔｉｎｇ　ｐｏｉｎｔ）とは、本発明の趣旨の範囲内において、ＩＳＯ標
準１１３５７－３：１９９９に記載されているように、熱分析（ＤＳＣ）において観測さ
れる吸熱ピークの極大点の温度に相当する。ペースト状化合物の融点は示差走査熱量計（
ＤＳＣ）、例えば、ＴＡ　ＩｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓからＭＤＳＣ　２９２０の名称で販売
されている熱量計、またはＴＡ　ＩｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓからＤＳＣ　Ｑ１００の名称で
販売されている、ソフトウェア“ＴＡ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ａｎａｌｙｓｉｓ”を搭載
した熱量計を用いて測定することができる。。
【０２２３】
　測定手順は次の通りである：
ペースト状化合物の試料（５ｍｇ）をるつぼに投入し、昇温速度を１０℃／分として－２
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０℃～１００℃を通過する１回目の昇温を行い、次いで１００℃から－２０℃まで１０℃
／分の降温速度で降温し、最後に昇温速度を５℃／分として－２０℃～１００℃を通過す
る２回目の昇温を行う。２回目の昇温時に空のるつぼが吸収したエネルギーとペースト状
脂肪質物質の試料を収容したるつぼが吸収したエネルギーとの差の変動を温度の関数とし
て測定する。ペースト状化合物の融点は、吸収エネルギーの差の変動を温度の関数として
表した曲線のピークの頂点の温度に相当する値である。
【０２２４】
　ペースト状化合物の２３℃における液体画分の重量比は、ペースト状化合物の融解エン
タルピーに対する、２３℃で使われた融解エンタルピーの比に等しい。
【０２２５】
　ペースト状化合物の融解エンタルピーは、ペースト状化合物が固体状態から液体状態に
変化するために使われるエンタルピーである。ペースト状化合物は、その物質全体が結晶
性を有する固体形態にある場合、固体状態にあると言われる。ペースト状化合物は、その
物質全体が液体形態にある場合、液体状態にあると言われる。
【０２２６】
　ペースト状化合物の融解エンタルピーは、ＴＡ　ＩｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓからＭＤＳＣ
　２９２０の名称で販売されている熱量計等の示差走査熱量計（ＤＳＣ）を使用し、ＩＳ
Ｏ標準１１３５７－３；１９９９に準拠して、５℃毎分または１０℃毎分で昇温すること
により得られるサーモグラム曲線の下側の面積に相当する。
【０２２７】
　ペースト状化合物の融解エンタルピーは、ペースト状化合物を固体状態から液体状態に
変化させるために必要なエネルギーの量である。これはＪ／ｇで表される。
【０２２８】
　２３℃で使われる融解エンタルピーは、試料を固体状態から２３℃を示す状態（液体画
分および固体画分からなる）に変化させるために吸収されるエネルギーの量である。
【０２２９】
　ペースト状化合物の３２℃において測定される液体画分は、好ましくはペースト状化合
物の３０重量％～１００重量％を占め、好ましくはペースト状化合物の５０重量％～１０
０重量％、より好ましくは６０重量％～１００重量％を占める。ペースト状化合物の３２
℃で測定された液体画分が１００％である場合、ペースト状化合物の融解領域の終点温度
は３２℃以下である。
【０２３０】
　ペースト状化合物の３２℃で測定された液体画分の重量比は、ペースト状化合物の融解
エンタルピーに対する３２℃で使用された融解エンタルピーの比に相当する。３２℃で使
われた融解エンタルピーは２３℃で使われた融解エンタルピーと同様にして求められる。
【０２３１】
　ペースト状化合物は、特に、合成ペースト状化合物および植物由来の脂肪質物質から選
択することができる。
【０２３２】
　ペースト状化合物は、特に、次に示すものから選択することができる：
－ラノリンおよびその誘導体、例えば、ラノリンアルコール、オキシエチレン化ラノリン
、アセチル化ラノリン、ラノリンエステル（ラノリン脂肪酸イソプロピル等）またはオキ
シプロピレン化ラノリン；
－ワセリン（ペトロラタムとしても知られる）；
－ポリ（Ｃ２～Ｃ４アルキレン）グリコールペンタエリスリチルエーテル、糖類の脂肪族
アルコールエーテル、およびこれらの混合物から選択されるポリオールエーテル。例えば
、５個のオキシエチレン単位（５ＯＥ）を含むポリエチレングリコールペンタエリスリチ
ルエーテル（ＣＴＦＡ名：ＰＥＧ－５ペンタエリスリチルエーテル（ＰＥＧ－５　Ｐｅｎ
ｔａｅｒｙｔｈｒｉｔｙｌ　Ｅｔｈｅｒ））、５個のオキシプロピレン単位（５ＯＰ）を
含むポリプロピレングリコールペンタエリスリチルエーテル（ＣＴＦＡ名：ＰＰＧ－５ペ
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ンタエリスリチルエーテル（ＰＰＧ－５　Ｐｅｎｔａｅｒｙｔｈｒｉｔｙｌ　Ｅｔｈｅｒ
））およびこれらの混合物、より詳細には、ＶｅｖｙからＬａｎｏｌｉｄｅの名称で販売
されている、ＰＥＧ－５ペンタエリスリチルエーテル、ＰＰＧ－５ペンタエリスリチルエ
ーテルおよび大豆油の混合物（これは、その構成成分の重量比が４６／４６／８である混
合物である：４６％　ＰＰＧ－５ペンタエリスリチルエーテル、４６％　ＰＰＧ－５ペン
タエリスリチルエーテルおよび８％　大豆油）を挙げることができる；
－シリコーン化合物の重合体または非重合体；
－フッ素系化合物の重合体または非重合体；
－ビニルポリマー、特に：
　　　■オレフィンホモポリマーおよびコポリマー、
　　　■水添ジエンホモポリマーおよびコポリマー、
　　　■好ましくはＣ８～Ｃ３０アルキル基を有する（メタ）アクリル酸アルキルエステ
ルの直鎖または分岐の単独低重合体または共低重合体、
　　　■Ｃ８～Ｃ３０アルキル基を有するビニルエステルの単独低重合体または共低重合
体、ならびに
　　　■Ｃ８～Ｃ３０アルキル基を有するビニルエーテルの単独低重合体または共低重合
体；
－１種または２種以上のＣ２～Ｃ１００、好ましくはＣ２～Ｃ５０ジオールをポリエーテ
ル化することにより得られる脂溶性ポリエーテル。
【０２３３】
　特に脂溶性ポリエーテルの中でも、エチレンオキシドおよび／またはプロピレンオキシ
ドと長鎖Ｃ６～Ｃ３０アルキレンオキシドとのコポリマー、より好ましくは。コポリマー
中のエチレンオキシドおよび／またはプロピレンオキシド対アルキレンオキシドの重量比
が５：９５～７０：３０となるようなものが考えられる。この群において、特に、長鎖ア
ルキレンオキシドがブロック状に配置された平均分子量が１０００～１００００となるよ
うなコポリマー、例えば、ポリオキシエチレン／ポリドデシルグリコールブロックコポリ
マー、例えば、Ａｋｚｏ　ＮｏｂｅｌからＥｌｆａｃｏｓ　ＳＴ９のブランド名で販売さ
れているドデカンジオール（２２ｍｏｌ）およびポリエチレングリコール（４５ＯＥ）の
エーテルが挙げられるであろう。
－エステルおよびポリエステル。
【０２３４】
　エステルの中でも特に、次に示すものが考えられる：
　　　－グリセロールオリゴマーのエステル、特にジグリセロールエステル、特にアジピ
ン酸とジグリセロールとの縮合物であり、グリセロールのヒドロキシル基の一部をステア
リン酸、カプリン酸、イソステアリン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸等の脂肪酸の混
合物と反応させたもの、例えば、Ｃｒｅｍｅｒ　ＯｌｅｏからＳｏｆｔｉｓａｎ（登録商
標）６４９の商品記号で販売されているビス－ジグリセリルポリアシルアジペート－２等
、
　　　－Ｃ８～Ｃ３０アルキル基を有するビニルエステルホモポリマー、例えば、ポリラ
ウリン酸ビニル（特に、ＣｈｉｍｅｘからＭｅｘｏｍｅｒ　ＰＰの商品記号で販売されて
いるもの）、
　　　－ＡｌｚｏからＷａｘｅｎｏｌ　８０１の商品記号で販売されているプロピオン酸
アラキジル、
　　　－ヘプタン酸ステアリル／カプリル酸ステアリル混合物、例えば、Ｓｔｅａｒｉｎ
ｅｒｉｅ　Ｄｕｂｏｉｓから販売されている製品であるＤｕｂ　Ｓｏｌｉｄｅ等、
　　　－フィトステロールエステル、
　　　－脂肪酸トリグリセリドおよびその誘導体、
　　　－ペンタエリスリトールエステル、
　　　－ダイマージオールおよびダイマー酸のエステル。適切であれば、その遊離アルコ
ール官能基または酸官能基を酸基またはアルコール基でエステル化したもの、特にダイマ
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ージリノール酸エステル；この種のエステルは、特に、次に示すＩＮＣＩ名を有するエス
テルから選択することができる：ダイマージリノール酸ダイマージリノレイルビス（ベヘ
ニル／イソステアリル／フィトステリル）（ｂｉｓ－ｂｅｈｅｎｙｌ／ｉｓｏｓｔｅａｒ
ｙｌ／ｐｈｙｔｏｓｔｅｒｙｌ　ｄｉｍｅｒ　ｄｉｌｉｎｏｌｅｙｌ　ｄｉｍｅｒ　ｄｉ
ｌｉｎｏｌｅａｔｅ）（Ｐｌａｎｄｏｏｌ　Ｇ）、ダイマージリノール酸（フィトステリ
ル／イソステアリル／セチル／ステアリル／ベヘニル）（ｐｈｙｔｏｓｔｅｒｙｌ／ｉｓ
ｏｓｔｅａｒｙｌ／ｃｅｔｙｌ／ｓｔｅａｒｙｌ／ｂｅｈｅｎｙｌ　ｄｉｍｅｒ　ｄｉｌ
ｉｎｏｌｅａｔｅ）（Ｐｌａｎｄｏｏｌ　Ｈ　または　Ｐｌａｎｄｏｏｌ　Ｓ）、および
これらの混合物、
－植物性バター、例えば、マンゴーバター（例えば、ＡａｒｈｕｓＫａｒｌｓｈａｍｎか
らＬｉｐｅｘ　２０３の商品記号で販売されているもの）、シヤ脂、特に、ＩＮＣＩ名が
Ｂｕｔｙｒｏｓｐｅｒｍｕｍ　Ｐａｒｋｉｉ　Ｂｕｔｔｅｒであるもの（例えば、Ａａｒ
ｈｕｓＫａｒｌｓｈａｍｎからＳｈｅａｓｏｆｔ（登録商標）の商品記号で販売されてい
るもの）、クパスバター（Ｂｅｒａｃａ　ＳａｂａｒａからのＲａｉｎ　Ｆｏｒｅｓｔ　
ＲＦ３４１０）、ムルムルバター（Ｂｅｒａｃａ　ＳａｂａｒａからのＲａｉｎ　Ｆｏｒ
ｅｓｔ　ＲＦ３７１０）、カカオ脂；加えてオレンジワックス（例えば、Ｋｏｓｔｅｒ　
ＫｅｕｎｅｎからＯｒａｎｇｅ　Ｐｅｅｌ　Ｗａｘの商品記号で販売されているもの）；
・完全または部分水添植物油、例えば、水添大豆油、水添ヤシ油、水添菜種油、水添植物
油の混合物等（例えば、水添大豆油、水添ヤシ油、水添パーム油および水添菜種油の混合
物、例えば、ＡａｒｈｕｓＫａｒｌｓｈａｍｎからＡｋｏｇｅｌ（登録商標）の商品記号
で販売されているもの（ＩＮＣＩ名：水添野菜油（Ｈｙｄｒｏｇｅｎａｔｅｄ　Ｖｅｇｅ
ｔａｂｌｅ　Ｏｉｌ））、Ｄｅｓｅｒｔ　ＷｈａｌｅからＩｓｏ－Ｊｏｊｏｂａ－５０（
登録商標）の商品記号で製造または販売されているトランス異性化された部分水添ホホバ
油、部分水添オリーブ油（例えば、ＳｏｌｉａｎｃｅからＢｅｕｒｒｏｌｉｖｅの商品記
号で販売されている化合物等）；
・水添ヒマシ油エステル、例えば、ダイマージリノール酸水添ヒマシ油（例えば、高級ア
ルコール工業株式会社（Ｋｏｋｙｕ　Ａｌｃｏｈｏｌ　Ｋｏｇｙｏ）から販売されている
Ｒｉｓｏｃａｓｔ　ＤＡ－Ｌ）、またはイソステアリン酸水添ヒマシ油（例えば、日清オ
イリオグループ株式会社（Ｎｉｓｓｈｉｎ　Ｏｉｌ）から販売されているサラコス（Ｓａ
ｌａｃｏｓ）ＨＣＩＳ（Ｖ－Ｌ））；
－ならびにこれらの混合物。
【０２３５】
　好ましくは、本発明の実施に好適なペースト状化合物は炭化水素化合物から選択され、
炭素原子および水素原子に加えて少なくとも酸素原子を含むものである。したがってペー
スト状化合物はケイ素原子もフッ素原子も含まない。
【０２３６】
　好ましい実施形態によれば、ペースト状化合物は、ワセリン、エステルおよびこれらの
混合物から選択される。より詳細には、ペースト状化合物は、ワセリン、グリセロールオ
リゴマーのエステル、ヘプタン酸ステアリル／カプリル酸ステアリル混合物、植物性バタ
ー、完全もしくは部分水添植物油、水添ヒマシ油エステル、またはこれらの混合物から選
択される。
【０２３７】
　組成物が少なくとも１種のペースト状化合物を含む場合、その含有量は組成物の重量に
対し０．５重量％から１５重量％まで、好ましくは２重量％から１２重量％まで変化する
。
【０２３８】
色材
　本発明による組成物は、有利には顔料または真珠光沢剤から選択される少なくとも１種
の色材を含むことができる。
【０２３９】



(33) JP 6828040 B2 2021.2.10

10

20

30

40

50

　「顔料」とは、親油性相に不溶であり、組成物および／または組成物により生成する付
着層を着色および／または不透明化することを意図した白色または有色の無機（鉱物）ま
たは有機粒子を意味すると理解すべきである。
【０２４０】
　顔料は、鉱物顔料、有機顔料および複合顔料（すなわち、鉱物および／または有機物質
をベースとする顔料）から選択することができる。
【０２４１】
　顔料は、鉱物顔料、特に単色顔料、有機レーキ、真珠光沢剤およびゴニオクロマティッ
ク顔料（ｇｏｎｉｏｃｈｒｏｍａｔｉｃ　ｐｉｇｍｅｎｔ）から選択することができる。
【０２４２】
　組成物がこれらを含む場合、その含有量は組成物の重量に対し０．１重量％から１５重
量％まで、好ましくは組成物の重量に対し０．５重量％から１２重量％まで変化する。
【０２４３】
　鉱物顔料は、金属酸化物顔料、酸化クロム、酸化鉄（黒色、黄色、赤色）、二酸化チタ
ン、酸化亜鉛、酸化セリウム、酸化ジルコニウム、水酸化クロム、マンガンバイオレット
、プルシアンブルー、ウルトラマリンブルー、フェリックブルー（ｆｅｒｒｉｃ　ｂｌｕ
ｅ）、アルミニウム粉や銅粉等の金属粉およびこれらの混合物から選択することができる
。
【０２４４】
　有機レーキは、染料を付着させた基材から形成された有機顔料である。
【０２４５】
　有機顔料としても知られるレーキは、以下に示す物質およびこれらの混合物から選択す
ることができる：
－コチニールカルミン（ｃｏｃｈｉｎｅａｌ　ｃａｒｍｉｎｅ）；
－アゾ染料、アントラキノン染料、インジゴイド染料、キサンテン染料、ピレン染料、キ
ノリン染料、トリフェニルメタン染料またはフルオラン染料の有機顔料
【０２４６】
　特に有機顔料の中でも、次に示す名称で知られているものを挙げることができる：Ｄ＆
Ｃ　Ｂｌｕｅ　Ｎｏ．４、Ｄ＆Ｃ　Ｂｒｏｗｎ　Ｎｏ．１、Ｄ＆Ｃ　Ｇｒｅｅｎ　Ｎｏ．
５、Ｄ＆Ｃ　Ｇｒｅｅｎ　Ｎｏ．６、Ｄ＆Ｃ　Ｏｒａｎｇｅ　Ｎｏ．４、Ｄ＆Ｃ　Ｏｒａ
ｎｇｅ　Ｎｏ．５、Ｄ＆Ｃ　Ｏｒａｎｇｅ　Ｎｏ．１０、Ｄ＆Ｃ　Ｏｒａｎｇｅ　Ｎｏ．
１１、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．６、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．７、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．
１７、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．２１、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．２２、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎ
ｏ．２７、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．２８、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．３０、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ
　Ｎｏ．３１、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．３３、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．３４、Ｄ＆Ｃ　Ｒ
ｅｄ　Ｎｏ．３６、Ｄ＆Ｃ　Ｖｉｏｌｅｔ　Ｎｏ．２、Ｄ＆Ｃ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｎｏ．７
、Ｄ＆Ｃ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｎｏ．８、Ｄ＆Ｃ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｎｏ．１０、Ｄ＆Ｃ　Ｙｅ
ｌｌｏｗ　Ｎｏ．１１、ＦＤ＆Ｃ　Ｂｌｕｅ　Ｎｏ．１、ＦＤ＆Ｃ　Ｇｒｅｅｎ　Ｎｏ．
３、ＦＤ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．４０、ＦＤ＆Ｃ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｎｏ．５またはＦＤ＆Ｃ
　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｎｏ．６；

－有機レーキは、アゾ染料、アントラキノン染料、インジゴイド染料、キサンテン染料、
ピレン染料、キノリン染料、トリフェニルメタン染料、またはフルオラン染料等の酸性染
料の不溶性ナトリウム、カリウム、カルシウム、バリウム、アルミニウム、ジルコニウム
、ストロンチウムまたはチタン塩とすることができ、これらの染料は、少なくとも１個の
カルボン酸基またはスルホン酸基を含み得る。
【０２４７】
　有機レーキは、例えばロジンや安息香酸アルミニウム等の有機担体で支持することもで
きる。
【０２４８】
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　有機レーキの中でも特に、次に示す名称で知られるものを挙げることができる：Ｄ＆Ｃ
　Ｒｅｄ　Ｎｏ．２アルミニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．３アルミニウムレーキ
、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．４アルミニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．６アルミニウ
ムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．６バリウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．６バリウ
ム／ストロンチウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．６ストロンチウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　
Ｒｅｄ　Ｎｏ．６カリウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．７アルミニウムレーキ、Ｄ＆
Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．７バリウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．７カルシウムレーキ、Ｄ
＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．７カルシウム／ストロンチウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．７
ジルコニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．８ナトリウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎ
ｏ．９アルミニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．９バリウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ
　Ｎｏ．９バリウム／ストロンチウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．９ジルコニウムレ
ーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．１０ナトリウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．１９アル
ミニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．１９バリウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．
１９ジルコニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．２１アルミニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒ
ｅｄ　Ｎｏ．２１ジルコニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．２２アルミニウムレーキ
、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．２７アルミニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．２７アルミ
ニウム／チタン／ジルコニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．２７バリウムレーキ、Ｄ
＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．２７カルシウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．２７ジルコニウム
レーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．２８アルミニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．３０
レーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．３１カルシウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．３３ア
ルミニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．３４カルシウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎ
ｏ．３６レーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．４０アルミニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｂｌｕｅ　
Ｎｏ．１アルミニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｇｒｅｅｎ　Ｎｏ．３アルミニウムレーキ、Ｄ＆
Ｃ　Ｏｒａｎｇｅ　Ｎｏ．４アルミニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｏｒａｎｇｅ　Ｎｏ．５アル
ミニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｏｒａｎｇｅ　Ｎｏ．５ジルコニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｏｒａ
ｎｇｅ　Ｎｏ．１０アルミニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｏｒａｎｇｅ　Ｎｏ．１７バリウムレ
ーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｎｏ．５アルミニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｎ
ｏ．５ジルコニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｎｏ．６アルミニウムレーキ、Ｄ＆
Ｃ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｎｏ．７ジルコニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｎｏ．１０ア
ルミニウムレーキ、ＦＤ＆Ｃ　Ｂｌｕｅ　Ｎｏ．１アルミニウムレーキ、ＦＤ＆Ｃ　Ｒｅ
ｄ　Ｎｏ．４アルミニウムレーキ、ＦＤ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．４０アルミニウムレーキ、
ＦＤ＆Ｃ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｎｏ．５アルミニウムレーキ、またはＦＤ＆Ｃ　Ｙｅｌｌｏｗ
　Ｎｏ．６アルミニウムレーキ。
【０２４９】
　例えば、スーダンレッド、ＤＣ　Ｒｅｄ　１７、ＤＣ　Ｇｒｅｅｎ　６、β－カロテン
、大豆油、スーダンブラウン、ＤＣ　Ｙｅｌｌｏｗ　１１、ＤＣ　Ｖｉｏｌｅｔ　２、Ｄ
Ｃ　Ｏｒａｎｇｅ　５、またはキノリンイエロー等の脂溶性染料も挙げることができる。
【０２５０】
　上に引用した有機色材のそれぞれに対応する化学物質は、刊行物である”Ｉｎｔｅｒｎ
ａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ　ａ
ｎｄ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ”，１９９７　ｅｄｉｔｉｏｎ，ｐａｇｅｓ　３７１　ｔｏ　３
８６　ａｎｄ　５２４　ｔｏ　５２８，　ｐｕｂｌｉｓｈｅｄ　ｂｙ　Ｔｈｅ　Ｃｏｓｍ
ｅｔｉｃ，　Ｔｏｉｌｅｔｒｉｅｓ　ａｎｄ　Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉ
ｏｎに述べられており、その内容を本特許出願の一部を構成するものとしてここに援用す
る。
【０２５１】
　顔料はまた、疎水化処理を施されたものであってもよい。
【０２５２】
　疎水化処理剤は、シリコーン（メチコン、ジメチコン、アルコキシシラン、パーフルオ
ロアルキルシラン等）；脂肪酸（ステアリン酸等）；金属石鹸（ジミリスチン酸アルミニ
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ウム、硬化牛脂脂肪酸アシルグルタミン酸のアルミニウム塩等）；パーフルオロアルキル
リン酸エステル塩、パーフルオロアルキルシラン、パーフルオロアルキルシラザン、ポリ
ヘキサフルオロプロピレンオキシド、パーフルオロアルキルパーフルオロポリエーテル基
およびアミノ酸を含むポリオルガノシロキサン；Ｎ－アシルアミノ酸またはその塩；レシ
チン、トリイソステアリン酸イソプロピルチタンならびにこれらの混合物から選択するこ
とができる。
【０２５３】
　Ｎ－アシルアミノ酸は８～２２個の炭素原子を含むアシル基、例えば、２－エチルヘキ
サノイル基、カプロイル基、ラウロイル基、ミリストイル基、パルミトイル基、ステアロ
イル基またはココイル基を含むことができる。これらの化合物の塩は、アルミニウム塩、
マグネシウム塩、カルシウム塩、ジルコニウム塩、亜鉛塩、ナトリウム塩またはカリウム
塩とすることができる。アミノ酸は、例えば、リシン、グルタミン酸またはアラニンとす
ることができる。
【０２５４】
　上述の化合物において言及した「アルキル」という語は、特に、１～３０個の炭素原子
を有するアルキル基、好ましくは５～１６個の炭素原子を有するアルキル基を指す。
【０２５５】
　疎水化処理された顔料は、特に、欧州特許出願公開第Ａ－１０８６６８３号明細書に記
載されている。
【０２５６】
真珠光沢剤
　本特許出願の趣旨の範囲内における「真珠光沢剤」とは、虹彩色を有していても有して
いなくてもよく、特に特定の軟体動物の殻体で産生されるか、あるいは合成の、光干渉に
よる呈色効果を示す任意の形状の有色粒子を意味すると理解される。
【０２５７】
　真珠光沢剤の例として、パール顔料、例えば、酸化鉄被覆雲母チタン、オキシ塩化ビス
マス被覆雲母、酸化クロム被覆雲母チタン、有機染料（特に上に述べた種類のもの）で被
覆した雲母チタン等のパール顔料に加えて、オキシ塩化ビスマスをベースとするパール顔
料を挙げることができる。
【０２５８】
　表面に金属酸化物および／または有機色材の少なくとも２つの連続した層が重ねられた
雲母粒子を用いることもできる。
【０２５９】
　真珠光沢剤は、より詳細には、黄色、桃色、赤色、青銅色、橙色、褐色、金色および／
または銅色を呈するかまたはこれらの色の光沢（ｇｌｉｎｔ）を呈することができる。
【０２６０】
　干渉顔料として第１組成物に導入することができる例示的な真珠光沢剤として、金色真
珠光沢剤、特にＢＡＳＦからＢｒｉｌｌｉａｎｔ　Ｇｏｌｄ　２１２Ｇ（Ｔｉｍｉｃａ）
、Ｇｏｌｄ　２２２Ｃ（Ｃｌｏｉｓｏｎｎｅ）、Ｓｐａｒｋｌｅ　Ｇｏｌｄ（Ｔｉｍｉｃ
ａ）およびＭｏｎａｒｃｈ　Ｇｏｌｄ　２３３Ｘ（Ｃｌｏｉｓｏｎｎｅ）の名称で販売さ
れているもの；青銅色真珠光沢剤、特にＭｅｒｃｋからＢｒｏｎｚｅ　Ｆｉｎｅ（１７３
８４）（Ｃｏｌｏｒｏｎａ）およびＢｒｏｎｚｅ（１７３５３）（Ｃｏｌｏｒｏｎａ）の
名称で、ならびにＢＡＳＦからＳｕｐｅｒ　Ｂｒｏｎｚｅ（Ｃｌｏｉｓｏｎｎｅ）の名称
で販売されているもの；橙色真珠光沢剤、特にＢＡＳＦからＯｒａｎｇｅ　３６３Ｃ（Ｃ
ｌｏｉｓｏｎｎｅ）の名称で、ならびにＭｅｒｃｋからＰａｓｓｉｏｎ　Ｏｒａｎｇｅ（
Ｃｏｌｏｒｏｎａ）およびＭａｔｔｅ　Ｏｒａｎｇｅ（１７４４９）（Ｍｉｃｒｏｎａ）
の名称で販売されているもの；褐色真珠光沢剤、特にＢＡＳＦからＮｕ－Ａｎｔｉｑｕｅ
　Ｃｏｐｐｅｒ　３４０ＸＢ（Ｃｌｏｉｓｏｎｎｅ）およびＢｒｏｗｎ　ＣＬ４５０９（
Ｃｈｒｏｍａ－ｌｉｔｅ）の名称で販売されているもの；銅色光沢を呈する真珠光沢剤、
特にＢＡＳＦからＣｏｐｐｅｒ　３４０Ａ（Ｔｉｍｉｃａ）の名称で販売されているもの
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；赤色光沢を呈する真珠光沢剤、特にＭｅｒｃｋからＳｉｅｎｎａ　Ｆｉｎｅ（１７３８
６）（Ｃｏｌｏｒｏｎａ）の名称で販売されているもの；黄色光沢を呈する真珠光沢剤、
特にＢＡＳＦからＹｅｌｌｏｗ（４５０２）（Ｃｈｒｏｍａ－ｌｉｔｅ）の名称で販売さ
れているもの；金色光沢を呈する赤色真珠光沢剤、特にＢＡＳＦからＳｕｎｓｔｏｎｅ　
Ｇ０１２（Ｇｅｍｔｏｎｅ）の名称で販売されているもの；桃色真珠光沢剤、特にＢＡＳ
ＦからＴａｎ　Ｏｐａｌ　Ｇ００５（Ｇｅｍｔｏｎｅ）の名称で販売されているもの；金
色光沢を呈する黒色真珠光沢剤、特にＢＡＳＦからＮｕ－Ａｎｔｉｑｕｅ　Ｂｒｏｎｚｅ
　２４０　ＡＢ（Ｔｉｍｉｃａ）の名称で販売されているもの；青色真珠光沢剤、特にＭ
ｅｒｃｋからＭａｔｔｅ　Ｂｌｕｅ（１７４３３）（Ｍｉｃｒｏｎａ）の名称で販売され
ているもの；銀色光沢を呈する白色真珠光沢剤、特にＭｅｒｃｋからＸｉｒｏｎａ　Ｓｉ
ｌｖｅｒの名称で販売されているもの；ならびに金緑色～桃色～橙色へと変化する（ｇｏ
ｌｄｅｎ　ｇｒｅｅｎ　ｐｉｎｋｉｓｈ　ｏｒａｎｇｅｙ）真珠光沢剤、特にＭｅｒｃｋ
からＩｎｄｉａｎ　Ｓｕｍｍｅｒ（Ｘｉｒｏｎａ）の名称で販売されているもの；ならび
にこれらの混合物を挙げることができる。
【０２６１】
ゴニオクロマティック顔料
　本発明の趣旨の範囲内における「ゴニオクロマティック顔料」とは、基材上に本発明の
組成物を展延させた顔料に関し、入射光の角度を４５°とし、観測角を垂線に対し０°～
８０°の間で変化させた場合の、ＣＩＥ　１９７６測色空間のａ＊ｂ＊平面における色の
距離（色相角ｈ°の変動Ｄｈ°に相当）が、少なくとも２０°となることが可能である顔
料を指す。
【０２６２】
　色の距離は、流体状態の組成物をＥｒｉｃｈｓｅｎブランドのコントラストチャート（
参照記号Ｔｙｐｅ　２４／５）上に自動展延装置を使用して３００μｍの厚みで展延し、
例えば、分光ゴニオメーター（ｓｐｅｃｔｒｏｇｏｎｉｏｒｅｆｌｅｃｔｏｍｅｔｅｒ）
であるＩｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍｓブランドの商品記号ＧＯＮ　３６０　Ｇｏ
ｎｉｏｍｅｔｅｒを使用して測定することができる。測定はチャートの黒色背景上で実施
する。
【０２６３】
　ゴニオクロマティック顔料は、例えば、多層干渉構造体および液晶型着色剤（ｌｉｑｕ
ｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｃｏｌｏｕｒｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）から選択することができる。
【０２６４】
　多層構造体の場合、これは例えば、少なくとも２つの層を含むことができ、各層は、例
えば、次に示す材料からなる群から選択される少なくとも１種の材料から製造されている
：ＭｇＦ２、ＣｅＦ３、ＺｎＳ、ＺｎＳｅ、Ｓｉ、ＳｉＯ２、Ｇｅ、Ｔｅ、Ｆｅ２Ｏ３、
Ｐｔ、Ｖａ、Ａｌ２Ｏ３、ＭｇＯ、Ｙ２Ｏ３、Ｓ２Ｏ３、ＳｉＯ、ＨｆＯ２、ＺｒＯ２、
ＣｅＯ２、Ｎｂ２Ｏ５、Ｔａ２Ｏ５、ＴｉＯ２、Ａｇ、Ａｌ、Ａｕ、Ｃｕ、Ｒｂ、Ｔｉ、
Ｔａ、Ｗ、Ｚｎ、ＭｏＳ２、氷晶石、合金、ポリマーおよびこれらの組合せ。
【０２６５】
　多層構造体は、積層した層の化学的性質が中心層に対し対称であっても非対称であって
もよい。
【０２６６】
　様々な層の厚みおよび性質に応じて異なる効果が得られる。
【０２６７】
　対称型多層干渉構造は、例えば次に示す構造を有する：Ｆｅ２Ｏ３／ＳｉＯ２／Ｆｅ２

Ｏ３／ＳｉＯ２／Ｆｅ２Ｏ３（この構造を有する顔料はＢＡＳＦからＳｉｃｏｐｅａｒｌ
の名称で販売されている）；ＭｏＳ２／ＳｉＯ２／雲母－酸化物（ｍｉｃａ－ｏｘｉｄｅ
）／ＳｉＯ２／ＭｏＳ２；Ｆｅ２Ｏ３／ＳｉＯ２／雲母－酸化物／ＳｉＯ２／Ｆｅ２Ｏ３

；ＴｉＯ２／ＳｉＯ２／ＴｉＯ２およびＴｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３／ＴｉＯ２（この構造を有
する顔料はＭｅｒｃｋからＸｉｒｏｎａの名称で販売されている）。
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【０２６８】
　液晶型着色剤は、例えば、液晶基（ｍｅｓｏｍｏｒｐｈｉｃ　ｇｒｏｕｐ）がグラフト
されたシリコーンまたはセルロースエーテルを含む。液晶型ゴニオクロマティック粒子と
して、例えば、Ｃｈｅｎｉｘから販売されているものおよびＷａｃｋｅｒからＨｅｌｉｃ
ｏｎｅ（登録商標）　ＨＣの名称で販売されているものを利用することができる。
【０２６９】
　ゴニオクロマティック顔料として、特定の真珠光沢剤、特に、アルミナ、シリカ、ホウ
ケイ酸塩、酸化鉄もしくはアルミニウム系の合成基材を基材としたエフェクト顔料、また
はポリテレフタレート薄膜により得られる干渉光輝（ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｇｌｉ
ｔｔｅｒ）を利用することもできる。
【０２７０】
　特に、ゴニオクロマティック顔料の非限定的な例として、単独でまたは混合物としての
、Ｓｕｎから販売されているゴニオクロマティック顔料であるＳｕｎＳｈｉｎｅ（登録商
標）、東洋アルミニウム株式会社（Ｔｏｙｏ　Ａｌｕｍｉｎｕｍ　Ｋ．Ｋ．）から販売さ
れているコスミカラー（Ｃｏｓｍｉｃｏｌｏｒ）Ｃｅｌｅｓｔｅ（登録商標）、Ｍｅｒｃ
ｋから販売されているＸｉｒｏｎａ（登録商標）およびＢＡＳＦから販売されているＲｅ
ｆｌｅｃｋｓ　Ｍｕｌｔｉｄｉｍｅｎｓｉｏｎｓ（登録商標）を挙げることができる。
【０２７１】
　本発明による組成物はまた、１種または２種以上の脂溶性または水溶性染料も含むこと
ができる。
【０２７２】
　脂溶性染料の中でも、特に、フルオラン染料、例えば、スーダンレッド、ＦＤＣ　Ｒｅ
ｄ　４、ＤＣ　Ｒｅｄ　１７、Ｒｅｄ　２１、Ｒｅｄ　２７、ＤＣ　Ｇｒｅｅｎ　６、ス
ーダンブラウン、Ｙｅｌｌｏｗ　１０、ＤＣ　Ｙｅｌｌｏｗ　１１、ＤＣ　Ｖｉｏｌｅｔ
　２、ＤＣ　Ｏｒａｎｇｅ　４、ＤＣ　Ｏｒａｎｇｅ　５、キノリンイエローまたはこれ
らの混合物等を挙げることができる。
【０２７３】
　水溶性染料の中でも、特に、合成または天然の水溶性染料、例えば、ＤＣ　Ｒｅｄ　６
（ＣＩ：１５８５０）、ＤＣ　Ｒｅｄ　２２（ＣＩ：４５３８０）、ＤＣ　Ｒｅｄ　２８
（ＣＩ：４５４１０　Ｎａ　ｓａｌｔ）、ＤＣ　Ｒｅｄ　３０（ＣＩ：７３３６０）、Ｄ
Ｃ　Ｒｅｄ　３３（ＣＩ：１７２００）、ＦＤＣ　Ｒｅｄ　４０（ＣＩ　１６０３５）、
ＦＤＣ　Ｙｅｌｌｏｗ　５（ＣＩ　１９１４０）、ＦＤＣ　Ｙｅｌｌｏｗ　６　ＤＣ　Ｙ
ｅｌｌｏｗ　８（ＣＩ：４５３５０　Ｎａ　Ｓｅｌ）、ＦＤＣ　Ｇｒｅｅｎ　３（ＣＩ　
４２０５３）、　ＤＣ　Ｇｒｅｅｎ　５（ＣＩ　６１５７０）、ＦＤＣ　Ｂｌｕｅ　１（
ＣＩ　４２０９０）等を挙げることができる。
【０２７４】
　水溶性染料の供給源の例として、特に、天然由来のもの、例えば、カーマイン、コチニ
ールカイガラムシ、ビート、ブドウ、ニンジン、トマト、ベニノキ、パプリカ、シコウカ
、カラメル、クルクミンの抽出物を挙げることができる。
【０２７５】
　したがって、使用可能な水溶性染料は、特に、カルミン酸、ベタニン、アントシアニン
、エノシアニン、リコペン、ビキシン、ノルビキシン、カプサンチン（ｃａｐｓａｎｔｈ
ｙｎｅ）、カプソルビン、フルボキサンチン（ｆｌｏｖｏｘａｎｔｈｉｎ）、ルテイン、
クリプトキサンチン、ルビキサンチン、ビオラキサンチン、リボフラビン、ロドキサンチ
ン（ｒｏｕｄｏｘａｎｔｈｉｎ）、カンタキサンチン、クロロフィルおよびこれらの混合
物である。
【０２７６】
　硫酸銅、鉄、水溶性スルホポリエステル、ローダミン、ベタイン、メチレンブルー、タ
ートラジンの二ナトリウム塩およびフスシン（ｆｕｓｃｈｉｎｅ）の二ナトリウム塩を用
いることもできる。
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【０２７７】
　本発明に関連する「水溶性染料」という語は、水相または水混和性溶媒に可溶である、
着色能力を有する任意の化合物を意味すると理解される（少なくとも０．１ｇ／ｌ、特に
１ｇ／ｌ以上の濃度で２５℃の水に溶解；着色の有無に関わらず巨視的に等方性を呈する
透明溶液が得られる）。
【０２７８】
鉱物系増粘剤
　本発明による組成物はまた、変性されていてもよいクレー、変性されていてもよいシリ
カまたはこれらの混合物から選択される少なくとも１種の鉱物系増粘剤も含むことができ
る。
【０２７９】
　より詳細には、競争が鉱物系増粘剤を含む場合、その含有量（活性物質として表す）は
、組成物の重量に対し．０．２重量％～１５重量％、好ましくは０．５重量％～７重量％
である。
【０２８０】
変性されていてもよいクレー
　クレーは、カルシウム陽イオン、マグネシウム陽イオン、アルミニウム陽イオン、ナト
リウム陽イオン、カリウム陽イオンまたはリチウム陽イオンおよびこれらの混合物から選
択することができる陽イオンを含むケイ酸塩である。
【０２８１】
　この種の製造物の例として、スメクタイト系のクレーに加えて、バーミキュライト系、
スティーブンサイト系または緑泥石系クレーを挙げることができる。これらのクレーは天
然由来のものであっても合成由来のものであってもよい。
【０２８２】
　好ましくは、親有機性クレー、より詳細には変性クレー、例えば、モンモリロナイト、
ベントナイト、ヘクトライト、アタパルジャイトまたはセピオライトおよびこれらの混合
物が使用される。クレーは、好ましくはベントナイトまたはヘクトライトである。
【０２８３】
　これらのクレーは、第四級アミン、第三級アミン、酢酸アミン、イミダゾリン、アミン
石鹸、脂肪族硫酸エステル、アルキルアリールスルホン酸塩またはアミンオキシドおよび
これらの混合物から選択される化合物で変性されている。
【０２８４】
　したがって、第四級アミン、より具体的には、芳香族基を含むかまたは含まないＣ１０

～Ｃ２２脂肪酸アンモニウムハロゲン化物（塩化物等）で変性されたヘクトライト、例え
ば、ジステアリルジメチルアンモニウムハライド（好ましくはクロリド）で変性されたヘ
クトライト（ＣＴＦＡ名：ジステアルジモニウムヘクトライト（Ｄｉｓｔｅａｒｄｉｍｏ
ｎｉｕｍ　ｈｅｃｔｏｒｉｔｅ））、例えば、ＥｌｅｍｅｎｔｉｓからＢｅｎｔｏｎｅ　
３８Ｖ、Ｂｅｎｔｏｎｅ　３８Ｖ　ＣＧもしくはＢｅｎｔｏｎｅ　ＥＷ　ＣＥの名称で販
売されているもの等、またはステアラルコニウムヘクトライト、特にＢｅｎｔｏｎｅ　２
７　Ｖ製品等を挙げることができる。
【０２８５】
　クオタニウム－１８ベントナイト、例えば、特に、ＥｌｅｍｅｎｔｉｓからＢｅｎｔｏ
ｎｅ　３４の名称で、Ｓｏｕｔｈｅｒｎ　ＣｌａｙからＣｌａｙｔｏｎｅ　４０、Ｔｉｘ
ｏｇｅｌ　ＶＰの名称で販売されているもの；ステアラルコニウムベントナイト、例えば
、Ｕｎｉｔｅｄ　ＣａｔａｌｙｓｔからＴｉｘｏｇｅｌ　ＬＧの名称で、ならびにＳｏｕ
ｔｈｅｒｎ　ＣｌａｙからＣｌａｙｔｏｎｅ　ＡＦおよびＣｌａｙｔｏｎｅ　ＡＰＡの名
称で販売されているもの；またはクオタニウム－１８／ベンザルコニウムベントナイト、
例えば、Ｓｏｕｔｈｅｒｎ　ＣｌａｙからＣｌａｙｔｏｎｅ　ＨＴの名称で販売されてい
るものも挙げることができる。
【０２８６】
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　好ましい実施形態によれば、増粘剤は、親有機性変性クレー、特に親有機性ヘクトライ
ト、特に、ベンジルジメチルステアリルアンモニウムまたはジステアリルジメチルアンモ
ニウムハライド、特にクロリドで変性された親有機性ヘクトライトから選択される。
【０２８７】
　本発明の代替的形態によれば、変性されていてもよいクレーの含有量は、組成物の重量
に対し０．２重量％から１０重量％まで、好ましくは組成物の重量に対し０．５重量％か
ら５重量％まで変化する。これらの百分率は活性物質として表したものである。
【０２８８】
変性されていてもよいシリカ
　好ましくは表面が疎水化処理された、粒子のサイズが有利には１μｍ未満のフュームド
シリカも挙げることができる。その理由は、シリカ表面を化学反応により化学変性し、シ
リカ表面に存在するシラノール基の数を減らすことが可能なことにある。シラノール基は
特に疎水性基で置換することができ、それにより疎水性シリカが得られる。疎水性基とし
ては、次に示すものを用いることができる：
－トリメチルシロキシル基、これは特にフュームドシリカをヘキサメチルジシラザンの存
在下に処理することにより得られる。こうして処理されたシリカはＣＴＦＡ（６ｔｈ　ｅ
ｄｉｔｉｏｎ，１９９５）によりシリル化シリカ（Ｓｉｌｉｃａ　Ｓｉｌｙｌａｔｅ）と
して知られる。これは、例えば、ＤｅｇｕｓｓａからＡｅｒｏｓｉｌ　Ｒ８１２（登録商
標）の商品記号、およびＣａｂｏｔからＣａｂ－Ｏ－Ｓｉｌ　ＴＳ－５３０（登録商標）
の商品記号で販売されている；
－ジメチルシリルオキシ基またはポリジメチルシロキサン基、これらは特に、フュームド
シリカをポリジメチルシロキサンまたはジメチルジクロロシランの存在下に処理すること
により得られる。こうして処理されたシリカはＣＴＦＡ（６ｔｈ　ｅｄｉｔｉｏｎ，１９
９５）によりジメチルシリル化シリカ（Ｓｉｌｉｃａ　Ｄｉｍｅｔｈｙｌ　Ｓｉｌｙｌａ
ｔｅ）として知られる。これらは、例えば、ＤｅｇｕｓｓａからＡｅｒｏｓｉｌ　Ｒ９７
２（登録商標）およびＡｅｒｏｓｉｌ　Ｒ９７４（登録商標）の商品記号で、ならびにＣ
ａｂｏｔからＣａｂ－Ｏ－Ｓｉｌ　ＴＳ－６１０（登録商標）およびＣａｂ－Ｏ－Ｓｉｌ
　ＴＳ－７２０（登録商標）の商品記号で販売されている。
【０２８９】
　疎水性フュームドシリカは、特に、ナノメートルオーダーからミクロンオーダーの粒度
を有することができ、例えば約５～２００ｎｍの範囲にある。
【０２９０】
　本発明による組成物はまた、少なくともシリカエアロゲル粒子を含むことができる。
【０２９１】
　シリカエアロゲルは、シリカゲル中の液体成分を空気に置き換える（乾燥により）こと
により得られる多孔質材料である。
【０２９２】
　これらは一般に、ゾル－ゲル法により液体媒体中で合成した後、普通は超臨界流体で抽
出することにより（最も一般的に使用されているのは超臨界ＣＯ２である）乾燥される。
このような乾燥を行うことにより、細孔および材料の収縮を回避することが可能になる。
ゾル－ゲル法および様々な乾燥操作はＢｒｉｎｋｅｒ　Ｃ．Ｊ．　ａｎｄ　Ｓｃｈｅｒｅ
ｒ　Ｇ．Ｗ．，Ｓｏｌ－Ｇｅｌ　Ｓｃｉｅｎｃｅ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，Ａｃａｄｅｍｉｃ
　Ｐｒｅｓｓ，１９９０に詳述されている。
【０２９３】
　本発明の実施に好適な疎水性シリカエアロゲル粒子は、単位重量当たりの比表面積（Ｓ

Ｗ）が５００～１５００ｍ２／ｇの範囲、好ましくは６００～１２００ｍ２／ｇの範囲、
より良好には６００～８００ｍ２／ｇの範囲にあり、体積平均径（Ｄ［０．５］）として
表されるサイズは、１～１５００μｍの範囲、より良好には１～１０００μｍの範囲、好
ましくは１～１００μｍの範囲、特に１～３０μｍの範囲、より好ましくは５～２５μｍ
の範囲、より良好には５～２０μｍの範囲、一層良好には５～１５μｍの範囲にある。
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【０２９４】
　有利な一実施形態によれば、本発明に使用される疎水性シリカエアロゲル粒子の単位重
量当たりの比表面積（ＳＷ）は６００～８００ｍ２／ｇの範囲にあり、体積平均径（Ｄ［
０．５］）で表されるサイズは５～２０μｍの範囲、より良好には５～１５μｍの範囲に
ある。
【０２９５】
　単位重量当たりの比表面積はＢＥＴ（Ｂｒｕｎａｕｅｒ－Ｅｍｍｅｔｔ－Ｔｅｌｌｅｒ
）法として知られる窒素吸収法により求めることができる。この方法はＴｈｅ　Ｊｏｕｒ
ｎａｌ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｓｏｃｉｅｔｙ，Ｖｏｌ
．６０，ｐａｇｅ　３０９，Ｆｅｂｒｕａｒｙ　１９３８に記載されており、国際標準Ｉ
ＳＯ　５７９４／１（Ａｐｐｅｎｄｉｘ　Ｄ）に相当する。ＢＥＴ比表面積は、対象の粒
子全体の比表面積に相当する。
【０２９６】
　シリカエアロゲル粒子のサイズは、Ｍａｌｖｅｒｎから市販されているＭａｓｔｅｒＳ
ｉｚｅｒ　２０００型の粒度解析装置を用いて静的光散乱により測定することができる。
データはＭｉｅ散乱理論に基づき処理する。この理論は等方性粒子を対象とするものであ
るが、非球状粒子に関しては「有効（ｅｆｆｅｃｔｉｖｅ）」粒子径を求めることが可能
である。この理論は、刊行物であるＶａｎ　ｄｅ　Ｈｕｌｓｔ，Ｈ．Ｃ．，Ｌｉｇｈｔ　
Ｓｃａｔｔｅｒｉｎｇ　ｂｙ　Ｓｍａｌｌ　Ｐａｒｔｉｃｌｅｓ，Ｃｈａｐｔｅｒｓ　９
　ａｎｄ　１０，Ｗｉｌｅｙ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，１９５７に詳細に説明されている。
【０２９７】
　好ましい実施形態によれば、本発明に使用される疎水性シリカエアロゲル粒子の単位体
積当たりの比表面積ＳＶは、５～６０ｍ２／ｃｍ３の範囲、好ましくは１０～５０ｍ２／
ｃｍ３の範囲にあり、より良好には１５～４０ｍ２／ｃｍ３の範囲にある。
【０２９８】
　本発明に従い使用することができるエアロゲルは疎水性シリカのエアロゲル、好ましく
はシリル化シリカ（ＩＮＣＩ名：シリル化シリカ（Ｓｉｌｉｃａ　Ｓｉｌｙｌａｔｅ））
である。
【０２９９】
　表面をシリル化により変性された疎水性シリカエアロゲル粒子の調製に関しては、米国
特許第７４７０７２５号明細書を参照することができる。
【０３００】
　好ましくは、トリメチルシリル基で表面変性された疎水性シリカエアロゲル粒子を利用
することができる。
【０３０１】
　本発明に使用することができる疎水性シリカエアロゲルとして、例えば、Ｄｏｗ　Ｃｏ
ｒｎｉｎｇからＶＭ－２２６０（ＩＮＣＩ名：シリル化シリカ（Ｓｉｌｉｃａ　Ｓｉｌｙ
ｌａｔｅ））の名称で販売されているエアロゲルを挙げることができ、その粒子の平均サ
イズは約１０００ミクロンであり、単位重量当たりの比表面積は６００～８００ｍ２／ｇ
の範囲にある。
【０３０２】
　ＣａｂｏｔからＡｅｒｏｇｅｌ　ＴＬＤ　２０１、Ａｅｒｏｇｅｌ　ＯＧＤ　２０１、
Ａｅｒｏｇｅｌ　ＴＬＤ　２０３、Ｅｎｏｖａ（登録商標）Ａｅｒｏｇｅｌ　ＭＴ　１１
００およびＥｎｏｖａ　Ａｅｒｏｇｅｌ　ＭＴ　１２００の商品記号で販売されているエ
アロゲルも挙げることができる。
【０３０３】
　好ましくは、Ｄｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇからＶＭ－２２７０（ＩＮＣＩ名：シリル化シリ
カ（Ｓｉｌｉｃａ　Ｓｉｌｙｌａｔｅ））の名称で販売されているエアロゲルを利用する
ことができる。この粒子の平均径は５～１５ミクロンの範囲にあり、単位重量当たりの比
表面積は６００～８００ｍ２／ｇの範囲にある。
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【０３０４】
　好ましくは、組成物が変性されていてもよいシリカから選択される少なくとも１種の増
粘剤を含む場合、このシリカは疎水性シリカエアロゲル粒子から選択される。
【０３０５】
　本発明の代替的形態によれば、変性されていてもよいシリカの含有量は、組成物の重量
に対し０．５重量％から１５重量％まで、好ましくは１重量％から７重量％まで変化する
。これらの値は活性物質の重量として表したものである。
【０３０６】
　好ましくは、鉱物系増粘剤は、親有機性クレー、特に変性ヘクトライト；疎水化処理さ
れたフュームドシリカ；疎水性シリカエアロゲル；またはこれらの混合物から、より具体
的には少なくとも１種の親有機性変性クレーまたは少なくとも１種の疎水化変性されたシ
リカ、特に疎水性シリカエアロゲルから選択される。
【０３０７】
フィラー
　本発明による組成物はまた、少なくとも１種のフィラーも含むことができる。
【０３０８】
　「フィラー」とは、常温大気圧下において固体であり、組成物の媒体に不溶な無色また
は白色の有機または無機的性質を有する任意の形状の粒子を指す。このようなフィラーは
、有利には、組成物中に分散している。
【０３０９】
　「無機」とは、その化学構造が炭素原子を含まない任意の化合物を意味すると理解され
る。
【０３１０】
　フィラーは表面被覆されていてもいなくてもよく、特に、シリコーン、アミノ酸、フッ
素化された誘導体、またはフィラーの組成物中における分散性および親和性を向上する他
の任意の物質で表面処理されていてもよい。
【０３１１】
　このようなフィラーは、上に述べた鉱物系増粘剤とも色材とも区別される。
【０３１２】
　フィラーは球状であってもよい、すなわち、少なくとも全体的に丸い部分を含み、好ま
しくは、少なくとも１つの球状部分が画定され、好ましくは、内側に凹んだ面または中空
（球状、小球状、中空半球状（ｂｏｗｌ）、Ｕ字型等）が画定されているか、または薄板
状である。
【０３１３】
　この種のフィラーは、有利には、次に示すものから選択される：
－シリカ粉末、例えば、三好化成株式会社（Ｍｉｙｏｓｈｉ）からＳｉｌｉｃａ　Ｂｅａ
ｄｓ　ＳＢ－７００の名称で、または旭硝子株式会社（Ａｓａｈｉ　Ｇｌａｓｓ）からサ
ンスフェア（Ｓｕｎｓｐｈｅｒｅ）（登録商標）Ｈ－５１もしくはサンスフェア（Ｓｕｎ
ｓｐｈｅｒｅ）（登録商標）Ｈ－３３の名称で販売されている多孔質シリカ微小球；また
は旭硝子株式会社（Ａｓａｈｉ　Ｇｌａｓｓ）からＳＡサンスフェア（Ｓｕｎｓｐｈｅｒ
ｅ）（登録商標）Ｈ－３３もしくはＳＡサンスフェア（Ｓｕｎｓｐｈｅｒｅ）（登録商標
）Ｈ－５３の名称で販売されているポリジメチルシロキサンで被覆された非晶質シリカ微
小球；
－アクリル（コ）ポリマーおよびその誘導体、特に：
　　　＊ポリメタクリル酸メチル粉体（ＷａｃｋｈｅｒｒからＣｏｖａｂｅａｄ（登録商
標）ＬＨ８５の名称で、または松本油脂製薬株式会社（Ｍａｔｓｕｍｏｔｏ）からマイク
ロスフェアー（Ｍｉｃｒｏｓｐｈｅｒｅ）Ｍ－１００（登録商標）の名称で販売）、
　　　＊ポリメタクリル酸メチル／ジメタクリル酸エチレングリコール粉体（Ｄｏｗ　Ｃ
ｏｒｎｉｎｇからＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　５６４０　Ｍｉｃｒｏｓｐｏｎｇｅ（登録商
標）Ｓｋｉｎ　Ｏｉｌ　Ａｄｓｏｒｂｅｒの名称で、またはＧａｎｚ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
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からＧａｎｚｐｅａｒｌ（登録商標）ＧＭＰ－０８２０の名称で販売）、
　　　＊ポリメタクリル酸アリル／ジメタクリル酸エチレングリコール粉体（Ａｍｃｏｌ
　Ｈｅａｌｔｈ　ａｎｄ　Ｂｅａｕｔｙ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ　Ｉｎｃ．からＰｏｌｙ－
Ｐｏｒｅ（登録商標）Ｌ２００またはＰｏｌｙ－Ｐｏｒｅ（登録商標）Ｅ２００の名称で
販売）、
　　　＊ジメタクリル酸エチレングリコール／メタクリル酸ラウリルコポリマー粉体（Ｄ
ｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇからＰｏｌｙｔｒａｐ（登録商標）６６０３の名称で販売）、
　　　＊架橋されていてもよい（アクリレート／アクリル酸アルキル）コポリマー（架橋
（アクリレート／アクリル酸エチルヘキシル）コポリマー粉体（積水化成品工業株式会社
（Ｓｅｋｉｓｕｉ　Ｐｌａｓｔｉｃｓ）からテクポリマー（Ｔｅｃｈｐｏｌｙｍｅｒ）Ａ
ＣＰ－８Ｃの名称で販売）、
　　　＊エチレン／アクリル酸エステルコポリマー粉体（例えば、住友精化株式会社（Ｓ
ｕｍｉｔｏｍｏ　Ｓｅｉｋａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）からフロービーズ（Ｆｌｏｂｅａｄ
ｓ）（登録商標）の名称で販売されているもの）、
　　　＊アクリロニトリル（コ）ポリマーの既膨張中空粒子（ＥｘｐａｎｃｅｌからＥｘ
ｐａｎｃｅｌの名称で販売）、または微小球（松本油脂製薬株式会社（Ｍａｔｓｕｍｏｔ
ｏ）からミクロパール（Ｍｉｃｒｏｐｅａｒｌ）Ｆ　８０　ＥＤ（登録商標）の名称で販
売）、
－ポリウレタン粉体、例えば、東色ピグメント株式会社（Ｔｏｓｈｉｋｉ）からＰｌａｓ
ｔｉｃ　Ｐｏｗｄｅｒ　Ｄ－４００、Ｐｌａｓｔｉｃ　Ｐｏｗｄｅｒ　ＣＳ－４００、Ｐ
ｌａｓｔｉｃ　Ｐｏｗｄｅｒ　Ｄ－８００およびＰｌａｓｔｉｃ　Ｐｏｗｄｅｒ　Ｔ－７
５の名称で販売されているもの、
－シリコーン粉体、有利には次に示すものから選択されるもの：
　　　＊ポリメチルシルセスキオキサン粉末、特に、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏｒ
ｍａｎｃｅ　ＭａｔｅｒｉａｌｓからＴｏｓｐｅａｒｌの名称で、特にＴｏｓｐｅａｒｌ
　１４５　Ａの名称で販売されているもの、
　　　＊シリコーン樹脂、特にシルセスキオキサン樹脂で被覆されたオルガノポリシロキ
サンエラストマーパウダー、例えば、信越化学工業株式会社（Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ）から
ＫＳＰ－１００、ＫＳＰ－１０１、ＫＳＰ－１０２、ＫＳＰ－１０３、ＫＳＰ－１０４ま
たはＫＳＰ－１０５の名称で販売されている製品（ＩＮＣＩ名：（ビニルジメチコン／メ
チコンシルセスキオキサン）クロスポリマー（ｖｉｎｙｌ　ｄｉｍｅｔｈｉｃｏｎｅ／ｍ
ｅｔｈｉｃｏｎｅ　ｓｉｌｓｅｓｑｕｉｏｘａｎｅ　ｃｒｏｓｓｐｏｌｙｍｅｒ））、
　　　＊シリコーンエラストマー粉体、例えば、Ｄｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇからＴｒｅｆｉ
ｌ（登録商標）Ｐｏｗｄｅｒ　Ｅ－５０５ＣまたはＴｒｅｆｉｌ（登録商標）Ｐｏｗｄｅ
ｒ　Ｅ－５０６Ｃの名称で販売されている製品、
　　　＊オルガノシリコーン粒子の粉体、例えば、中空半球形態にある、特開２００３－
１２８７８８号公報または特開２０００－１９１７８９Ａ号公報に加えて、欧州特許出願
公開第１５７９８４１号明細書に記載されているもの、および特に竹本油脂株式会社（Ｔ
ａｋｅｍｏｔｏ　Ｏｉｌ　＆　Ｆａｔ）から販売されているもの、

－ポリアミド粉体、例えば、Ｎｙｌｏｎ（登録商標）パウダー、特にＮｙｌｏｎ　１２パ
ウダー、例えば、ＡｒｋｅｍａからＯｒｇａｓｏｌ（登録商標）２００２　ＥＸＳ　ＮＡ
Ｔ　ＣＯＳの名称で販売されているパウダー、
－天然有機物質の粉末、例えば、多糖類粉末、特にスターチパウダー、特に架橋もしくは
非架橋のトウモロコシ、コムギもしくはコメデンプン粉末、Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒ
ｃｈからＤｒｙ－Ｆｌｏ（登録商標）の名称で販売されている、オクテニルコハク酸無水
物で架橋されたデンプン、またはワキシーメイズスターチパウダー、例えば、Ｃａｒｇｉ
ｌｌからＣ＊　Ｇｅｌ　０４２０１の名称で、ＲｏｑｕｅｔｔｅからＭａｉｚｅ　Ｓｔａ
ｒｃｈ　Ｂの名称で、およびＤｒａｃｏ　Ｎａｔｕｒａｌ　ＰｒｏｄｕｃｔｓからＯｒｇ
ａｎｉｃ　Ｃｏｒｎ　Ｓｔａｒｃｈの名称で販売されているもの、
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－球状セルロース微粒子、例えば、大東化成工業株式会社（Ｄａｉｔｏ　Ｋａｓｅｉ　Ｋ
ｏｇｙｏ）から販売されているセルロビーズ（Ｃｅｌｌｕｌｏｂｅａｄｓ）Ｄ－１０、セ
ルロビーズ（Ｃｅｌｌｕｌｏｂｅａｄｓ）Ｄ－５およびセルロビーズ（Ｃｅｌｌｕｌｏｂ
ｅａｄｓ）ＵＳＦ、
－Ｎ－（Ｃ８～Ｃ２２アシル化）アミノ酸の粒子（アミノ酸は、例えば、リシン、グルタ
ミン酸またはアラニンであってもよく、好ましくはリシンである）；例えば、味の素株式
会社（Ａｊｉｎｏｍｏｔｏ）からのアミホープ（Ａｍｉｈｏｐｅ）ＬＬまたはＣｏｒｕｍ
からＣｏｒｕｍ　５１０５　Ｓの名称で販売されているもの、
－パーライト粉末、例えば、Ｗｏｒｌｄ　ＭｉｎｅｒａｌｓからＰｅｒｌｉｔｅ　Ｐ１４
３０、Ｐｅｒｌｉｔｅ　Ｐ２５５０、Ｐｅｒｌｉｔｅ　Ｐ２０４０もしくはＯｐＴｉＭａ
ｔＴＭ　１４３０　ＯＲもしくは２５５０　ＯＲの商品名で、ＩｍｅｒｙｓからＥｕｒｏ
ｐｅｒｌ　ＥＭＰ－２およびＥｕｒｏｐｅｒｌ　１の商品名で販売されているもの、
－ゼオライト、例えば、ＺｅｏｃｈｅｍからＺｅｏｆｌａｉｒ　３００、Ｚｅｏｆｌａｉ
ｒ　２００、Ｚｅｏｆｌａｉｒ　１００、Ｘ－ＭｏｌおよびＸ－Ｍｏｌ　ＭＴの名称で販
売されている製品、
－炭酸カルシウムマグネシウム粒子、例えば、ＩｍｅｒｙｓからＣａｌｃｉｄｏｌの名称
で、ＬＣＷ（Ｓｅｎｓｉｅｎｔ）からＣａｒｂｏｍａｔの名称で、またはＯｍｙａからＯ
ｍｙａｃａｒｅ　Ｓ６０－ＡＶの名称で販売されているもの。
【０３１４】
　タルク粒子、例えば、ＩｍｅｒｙｓからＬｕｚｅｎａｃ　Ｐｈａｒｍａ　ＭおよびＵＭ
の名称で、ならびにＮｉｐｐｏｎ　ＴａｌｃからＲｏｓｅ　ＴａｌｃおよびＴａｌｃ　Ｓ
Ｇ－２０００の名称で販売されているもの；天然または合成雲母粒子、例えば、Ｍｅｒｃ
ｋからＭｉｃａ　Ｍ　ＲＰおよびＳｉｌｋ　Ｍｉｃａの名称で販売されているもの、また
は三好化成株式会社（Ｍｉｙｏｓｈｉ　Ｋａｓｅｉ）からセリサイト（Ｓｅｒｉｃｉｔｅ
）Ｓ－１５２－ＢＣの名称で販売されているもの；炭酸カルシウムおよび炭酸水素マグネ
シウム；ヒドロキシアパタイト；窒化ホウ素；金雲母；ならびにこれらの混合物も使用す
ることができる。
【０３１５】
　球状フィラーは疎水化処理剤で被覆されていてもよい。疎水化処理剤は、脂肪酸（ステ
アリン酸等）；金属石鹸（ジミリスチン酸アルミニウムまたは硬化牛脂脂肪酸グルタミン
酸のアルミニウム塩等）；アミノ酸；Ｎ－アシル化アミノ酸またはその塩；レシチン；ト
リイソステアリン酸イソプロピルチタン；およびこれらの混合物から選択することができ
る。Ｎ－アシル化アミノ酸は８～２２個の炭素原子を有するアシル基、例えば、２－エチ
ルヘキサノイル、カプロイル基、ラウロイル基、ミリストイル基、パルミトイル基、ステ
アロイル基、またはココイル基等を含むことができる。これらの化合物の塩は、アルミニ
ウム塩、マグネシウム塩、カルシウム塩、ジルコニウム塩、亜鉛塩、ナトリウム塩または
カリウム塩とすることができる。アミノ酸は、例えば、リシン、グルタミン酸またはアラ
ニンとすることができる。上述の化合物において言及した「アルキル」という語は、特に
、１～３０個の炭素原子、好ましくは５～１６個の炭素原子を有するアルキル基を指す。
【０３１６】
　本発明による組成物がフィラーを含む場合、その含有量は、有利には、組成物の重量に
対し０．５重量％～１５重量％、より詳細には２重量％～１０重量％である。
【０３１７】
任意選択的な添加剤
　本発明の組成物は、例えば、皮膜形成剤；酸化防止剤；防腐剤；香料；風味剤；中和剤
；エモリエント剤；有機増粘剤；成膜助剤；保湿剤；ビタミン類；およびこれらの混合物
から選択される少なくとも１種の任意選択的な添加剤を含むことができる。
【０３１８】
　言うまでもなく、当業者は、想定されている添加により本発明による組成物の有利な特
性が悪影響を受けないかまたは実質的に悪影響を受けないように任意選択的なさらなる添
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加剤および／またはその量を慎重に選択するであろう。
【０３１９】
　以下に示す実施例により本発明を例示するが、これらは本発明の範囲を制限するもので
はない。
【実施例】
【０３２０】
実施例１
　次に示す組成物（その原料およびそれぞれの含有量は次表を参照されたい）を調製する
（特段の指定がない限り、含有量は出発物質の重量％で表す）：
【０３２１】
【表１】

【０３２２】
組成物の調製：
　顔料をオクチルドデカノールの一部と一緒に解砕する。
【０３２３】
　エチルセルロースを、残りのオクチルドデカノールおよび（カプリル酸／カプリン酸）
ヤシアルキル（この化合物が存在する場合）中に、１０５℃でＲａｙｎｅｒｉを用いて渦
流が生じるのに十分な撹拌速度で撹拌することにより分散させる。
【０３２４】
　エチルセルロースが溶解したら、同じ温度で撹拌しながら顔料／オクチルドデカノール
混合物を加える。
【０３２５】
　最後に、均質化が達成された後、Ｒａｙｎｅｒｉで少なくとも１５分間に亘って撹拌し
ながらシリコーンを１０５℃で加える。
【０３２６】
　得られた混合物を高温のまま状態調整用の広口瓶に注ぐ。
【０３２７】
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組成物の評価：
色持ち（ｗｅａｒ　ｏｆ　ｃｏｌｏｕｒ）：
　各組成物を用いて得られた付着層の化粧持ち指数（ｗｅａｒ－ｐｒｏｐｅｒｔｙ　ｉｎ
ｄｅｘ）を、次に記載する測定手順に従い決定する：
【０３２８】
　アクリル系コーティング（低刺激性アクリル系粘着剤を有するポリエチレンフィルム、
３Ｍ　ＳａｎｔｅからＢｌｅｎｄｅｒｍｅ　Ｒｅｆ．ＦＨ５０００－５５１１３の名称で
販売）をポリエチレンフォーム層（フォーム層はＪｏｉｎｔ　Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅ　Ｌｙ
ｏｎｎａｉｓ　Ｉｎｄ．からＲＥ　４０Ｘ７０ＥＰ３の名称で販売）に接着させたものか
ら構成される支持体（４０ｍｍ×７０ｍｍの長方形）を準備する（ポリエチレンフォーム
層の、絆創膏が固定される面と反対側の面が粘着性を有するようにする）。
【０３２９】
　支持体のアクリル系コーティングを有する面側の色のＬ＊０ａ＊０ｂ＊０をＭｉｎｏｌ
ｔａ　ＣＲ３００測色計を用いて測定する。
【０３３０】
　こうして準備した支持体を、温度を４０℃に保持したホットプレートで、支持体表面の
温度が３３℃±１℃に維持されるように予熱する。
【０３３１】
　支持体をホットプレート上に置いたまま、組成物を、支持体の粘着性を有しない面全体
（すなわち、アクリル系コーティングを有する面）に、約１５μｍの付着層が得られるよ
うに組成物を刷毛で伸ばし広げた後、１０分間乾燥させる。
【０３３２】
　乾燥後、得られたフィルムの色のＬ＊ａ＊ｂ＊を測定する。
【０３３３】
　次いで、元の支持体の色に対する皮膜の色の色差ΔＥ１を次の関係式から求める：

ΔＥ１　＝　（Ｌ＊－Ｌｏ＊）２＋（ａ＊－ａｏ＊）２＋（ｂ＊－ｂｏ＊）２
【０３３４】
　次いで支持体を、接着面（フォーム層の接着面）を介して、ネジ山を有する直径２０ｍ
ｍのアンビルに接着する。
【０３３５】
　次いで支持体／付着層集合体である試験片を、直径１８ｍｍの穴あけポンチ（ｈｏｌｌ
ｏｗ　ｐｕｎｃｈ）で打ち抜く。次いでアンビルを、荷重測定器（ＳｏｍｅｃｏからのＩ
ｍａｄａ　ＤＰＳ－２０）を取り付けた圧縮試験機（ＳｏｍｅｃｏからのＳｔａｔｉｆ　
Ｍａｎｕｅｌ　Ｉｍａｄａ　ＳＶ－２）に螺合する。
【０３３６】
　坪量８０ｇ／ｍ２のコピー用紙のシートに幅３３ｍｍ、長さ２９．７ｃｍの帯（ｓｔｒ
ｉｐ）を描く。第１の線をシートの端から２ｃｍの位置に引き、次いで第２の線をシート
の端から５ｃｍの位置に引き、このようにして第１線および第２線により細片上に枠を画
定する。次いで、細片内の第２線からそれぞれ８ｃｍおよび１６ｃｍの位置に基準点とな
る第１の印および第２の印を付ける。
【０３３７】
　この白色の紙のシートを圧縮試験機の台に載せ、次いで試験片を紙の細片の枠内に載せ
て約３００ｇ／ｃｍ２の圧力で３０秒間押し付ける。次いで圧縮試験機を開放し、試験片
を再び第２線の真横（つまり枠の傍）に載せ、再び約３００ｇ／ｃｍ２の圧力を印加し、
試験片が接触したら直ぐに紙のシートを直線的に１ｃｍ／ｓの速度で細片の長さ全体に亘
ってずらす。
【０３３８】
　試験片を取り除くと、付着層の一部が紙に移っている。
【０３３９】
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　次いで試験片に残存している付着層の色のＬ＊’、ａ＊’、ｂ＊’を測定する。次いで
、試験片に残存している付着層の色の、元の支持体の色に対する色差ΔＥ２を次の関係式
に従い求める：
ΔＥ２　＝　（Ｌ＊’－Ｌｏ＊）２＋（ａ＊’－ａｏ＊）２＋（ｂ＊’－ｂｏ＊）２
【０３４０】
　組成物の化粧持ち指数（百分率で表す）は次の比に相当する：
１００　×　ΔＥ２／ΔＥ１
【０３４１】
　測定は６個の支持体について連続して行う。化粧持ちの値は６個の支持体について得ら
れた６回の測定値の平均値に相当する。
【０３４２】
粘度：
　組成物の２５℃における粘度を本明細書において上に述べた手順に従い評価した。
【０３４３】
安定性：
　組成物を常温で７２時間保管し、油相の分離の有無ならびに／または顔料および／もし
くは真珠光沢剤の沈降を観測することにより組成物の安定性を評価する。
【０３４４】
光沢：
　口唇上に得られた組成物の付着層の光沢は、仏国特許出願公開第２８２９３４４号明細
書に記載されているように、Ｐｏｌｋａ　ＳＥＩ－Ｍ－０２１６－Ｐｏｌｋ－０２　Ｐｏ
ｌａｒｉｍｅｔｒｉｃ　ｃａｍｅｒａおよびＣｈｒｏｍａｓｐｈｅｒｅ　ＳＥＩ－Ｍ－０
２２３２－ＣＨＲＯ－０を用いて評価することができる。
【０３４５】
　光沢は配合物の適用直後および１時間後に評価する。
【０３４６】
　配合物を厚い口唇および薄い口唇を持つ６人の被験者からなるパネルの口唇に適用する
。
【０３４７】
　組成物を用いて得られた付着層の光沢を、口唇に組成物を適用した直後および適用から
１時間後に目視でも評価することができる。
【０３４８】
結果：
【０３４９】
【表２】

【０３５０】
実施例２
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　次に示す組成物（その原料およびそれぞれの含有量は次表を参照されたい）を調製する
（特段の指定がない限り、含有量は出発物質の重量％で表す）：
【０３５１】
【表３】

【０３５２】
組成物の調製：
　顔料をオクチルドデカノールの一部と一緒に解砕する。
【０３５３】
　エチルセルロースを、残りのオクチルドデカノール中に、１０５℃でＲａｙｎｅｒｉを
用いて渦流が生じるのに十分な撹拌速度で撹拌することにより分散させる。
【０３５４】
　エチルセルロースが溶解したら、同じ温度で撹拌しながら顔料／オクチルドデカノール
混合物を加える。
【０３５５】
　最後に、均質化が達成された後、Ｒａｙｎｅｒｉで少なくとも１５分間に亘って撹拌し
ながらシリコーンを１０５℃で加える。
【０３５６】
　得られた混合物を高温のまま、４２℃に予熱した口紅の型に注ぎ、全体を４℃に冷却す
る。最後に組成物を型から取り出し、棒状体を状態調整する。
【０３５７】
組成物の評価：
色持ち：
　評価は先の実施例に記載した方法を用いて行う。
【０３５８】
安定性：
　組成物を常温で７２時間保管し、１種または２種以上の油の滲出の有無を観測すること



(48) JP 6828040 B2 2021.2.10

10

20

により組成物の安定性を評価する。
【０３５９】
硬さ：
　本明細書において上に定義した手順に従い硬さを測定する。
【０３６０】
光沢：
　評価は先の実施例に記載した方法を用いて行う。
【０３６１】
結果：
【０３６２】
【表４】

【０３６３】
実施例３
　次に示す組成物（その原料およびそれぞれの含有量は次表を参照されたい）を調製する
（特段の指定がない限り、含有量は出発物質の重量％で表す）：
【０３６４】
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【０３６５】
組成物の調製：
　顔料をオクチルドデカノールの一部と一緒に解砕する。
【０３６６】
　エチルセルロースを、残りのオクチルドデカノールおよび（カプリル酸／カプリン酸）
ヤシアルキル中に、１０５℃でＲａｙｎｅｒｉを用いて渦流が生じるのに十分な撹拌速度
で撹拌することにより分散させる。
【０３６７】
　エチルセルロースが溶解したら、同じ温度で撹拌しながら顔料／オクチルドデカノール
混合物を加える。
【０３６８】
　最後に、均質化が達成された後、Ｒａｙｎｅｒｉで少なくとも１５分間に亘って撹拌し
ながらシリコーンを１０５℃で加える。
【０３６９】
　混合物をＲａｙｎｅｒｉで撹拌しながら常温に冷却する。
【０３７０】
結果：
粘度：
　組成物の２５℃における粘度を上に述べた手順に従い評価した。
【０３７１】
安定性：
　組成物を常温で７２時間保管し、油相の分離の有無ならびに／または顔料および／もし
くは真珠光沢剤の沈降を観測することにより組成物の安定性を評価する。
【０３７２】
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【表６】

【０３７３】
実施例４および比較５
　次に示す組成物（その原料およびそれぞれの含有量は次表を参照されたい）を調製する
（特段の指定がない限り、含有量は出発物質の重量％で表す）：
【０３７４】

【表７】

【０３７５】
組成物の調製：
　顔料をオクチルドデカノールの一部と一緒に解砕する。
【０３７６】
　エチルセルロースを、残りのオクチルドデカノール中に、１０５℃でＲａｙｎｅｒｉを
用いて渦流が生じるのに十分な撹拌速度で撹拌することにより分散させる。
【０３７７】
　エチルセルロースが溶解したら、同じ温度で撹拌しながら顔料／オクチルドデカノール
混合物を加える。
【０３７８】
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　最後に、均質化が達成された後、Ｒａｙｎｅｒｉで少なくとも１５分間に亘って撹拌し
ながらシリコーンを１０５℃で加える。
【０３７９】
　混合物をＲａｙｎｅｒｉで撹拌しながら常温に冷却する。
【０３８０】
結果：
【０３８１】
　先に記載したように粘度、安定性、光沢および色持ちを評価する。
【０３８２】
【表８】

【０３８３】
　非相溶性シリコーン油を含まない比較組成物は、よりべたつきが大きく、突っ張り感も
残る。加えて、色持ちも低下する。
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